
圃園田園 あなたとまちのコミユ ごケーション情報紙



平
成

3
年
度
予
算
を
可
決

収
入
役
に
愛
場
博
氏
選
任
同
意

新
年
度
予
算
な
ど
ね
議
案
を
可
決

平
成
3
年
度
第
1
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

3
月

ア
日
か
ら
旧
固
ま
で
の
目
白
聞
に
わ
た
り
聞
か
れ
ま

し
た
。
議
会
で
は
、
平
成
3
年
度
予
算
な
ど
相
議
案

が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

日

程

と

概

要

開
会
自
の

7
日
は
、
提
案
さ
れ

た

ω議
案
の
提
案
理
由
説
明
な
ら

び
に
議
案
の
細
部
説
明
、
翌
8
日
も

前
日
に
引
き
続
き
、
議
案
の
細
部

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
日
は
上
程
案
件
に
対
す
る
質

疑
が
、
凶
日
に
は

6
人
の
議
員
か

ら
町
政
全
般
に
わ
た
る
代
表

・
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
上

程
案
件
が
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

日
日
お
よ
び
凶
日
は
、
議
ム
広
か

ら
付
託
さ
れ
た
上
起
案
件
な
ら
び

に
請
願

・
陳
情
が
各
常
任
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
最
終
日
の

同
日
に
は
、
委
員
長
報
告
、
討
論

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
リ
ま
し
た
。

1

ご
み
収
集
に
関
し
て
は
、
委

託
先
の
経
営
努
力
を
要
請

・
指
導

す
る
と
と
も
に
、
町
民
へ
の

一
般

廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の
区
別
を

周
知
さ
れ
た
い
。

E

合
併
処
理
ゆ
化
槽
の
設
置
は
、

普
通
浄
化
槽
よ
り
も
負
担
が
大
き

く
、
補
助
金
の
増
鋲
を
含
め
て
そ

の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

3

町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の

デ
ー
タ
づ
く
り
の
促
進
と
と
も
に
、

医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
ら
れ
た
い
。

4

平
成
2
年
度
の
泊
病
院
入
院

収
益
は
、
予
算
額
よ
り
6
1
7
千

万
円
減
の
見
込
み
だ
が
、
町
は
繰

入
れ
計
画
以
上
に
失
績
を
ホ
し
て

お
り
、
健
全
経
営
に
一
一
層
努
力
さ

れ
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
住
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

2
月
刊
日

・
げ
日
に
か
け
て
描

威
を
ふ
る
っ
た
商
法
は
、
山
崎

・

境
海
岸
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
地
元
住
民
は
不
安
な
毎
日
を

を
経
て
、
採
決
の
結
果
、
上
程
さ

れ
た
刊
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
朝
日
町
収
入
役
を
選

任
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
」

お
よ
び

「
朝
日
町
教
育
委
員
会
の

委
員
を
任
命
す
る
た
め
同
意
を
求

宮ーを雪孟里雪...，.弓~

め
る
件
」
が
上
松
審
議
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
同
世
併
す
る
と
と
も
に
、

「
下
山
用
水
組
合
議
会
議
員
」
、
「舟

見
中
学
校
組
合
議
会
議
員
」
の
選

挙

2
件
が
執
行
さ
れ
、
新
し
い

両
組
合
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し

”－。
ふ
ム

次
い
で
、
議
員
提
出
議
案
1
議

案
が
追
加
上
桂
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
請
願
1
件
、
陳
情
1
件

は
、
い
ず
れ
も
継
続
審
葺
と
な
り

ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

新
設
の
生
涯
学
習
館
及
び
ふ
る

送
っ
て
い
る
。

一
日
も
早
〈
復
旧
を
図
る
と
と

も
に
、
高
波
災
害
防
止
と
侵
食
防

止
の
た
め
、
離
岸
堤
の
増
築
等
有

さ
と
美
術
館
に
あ
っ
て
は
、
町
民

の
生
涯
学
習
の
振
興
と
美
術
に

関
す
る
知
識
と
教
養
の
向
上
を
図

る
べ
く
、
気
軽
に
利
用
さ
れ
る
よ

う
、
そ
の
運
営
に
万
全
を
期
さ
れ

た
し
。

請
願
の
「
『
消
費
税
法
』
の
即
時

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ

効
策
の
検
討
及
び
海
岸
保
全
施
設

整
備
事
業
の
早
期
完
成
を
、
国

・

県
に
対
し
強
く
働
き
か
け
ら
れ
た

、
。
hν 

ー主竺宣2雪量＝己~註F

3
月
議
会
で
は
、

6
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
、
叩
件
の
代
表
・
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

総
延
長
前
川口
に
及
ぶ
大
規
脱
林

道
朝
日
大
山
線
は
、
今
年
度
に
政

令
指
定
に
向
け
た
淵
班
、

4
年
度

に
政
令
指
定
、

5
年
度
に
工
事
着

工
予
定
だ
そ
う
で
す
が
、
住
民
の

利
益
に
な
る
よ
う
十
分
な
配
慮
と

積
極
的
な
取
り
組
み
を
望
む
も
の

で
す
。
所
信
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

一
一
一
内
問
純
一
軍
す
る

こ
の
大
規
模
林
業
園
開
発
林
道

は
、
県
東
部
の
既
存
の
開
発
拠
点

や
新
た
な
地
域
些
備
構
想

・
開
発

を
側
面
か
ら
按
助
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
昨
年
策
定
さ
れ
た
県
東

部
山
麓
道
路
、
不
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
想

は 隼
漁漁 亙
船 i巷 ハ
の内 き復
出に カ叶日
漁 入け・
につ る促
支た 准
｜埠多 芸

主要働
し j男：
た砂

． 
同
意

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す

も
の
の
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り

早
期
に
出
漁
で
さ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
施
設
の
早
期
復
旧
を

関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
い

ま
す
。
ま
た
被
災
し
た
漁
船
、
漁

具
の
購
入
に
は
漁
業
近
代
化
資
金

利
ザ
補
給
制
度
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

境
海
岸
侵
食
対
策
い
や
業
は
、
緩

傾
斜
堤
2
、
2
5
0
μ
と
離
岸
堤
H

基
築
造
計
画
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

5
0
o
u
と

2
基
が
地
工
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
後
と
も
工
事
の
促
進
を

く
働
片
品
V
初

モ
い
と
思
い
ま
す

。γ・必り九
九
一
栄
作

F

棚
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A
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S
開
発
、協
｛
｝
者
等
の

FR
内
容
に
つ
い
て

町
は
本
年

2
月
開
発
会
社
と

~ 

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成
3
年
度
予
算

O
朝
日
町

一
般
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

境
診
療
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

山
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

。
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等
事

業
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別

会
計
予
算

O
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計

予
算

O
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
予
算

平
成
2
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

6
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
〈
第
3
号）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号）

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号）

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

O
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
l
号）

O
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号）

条

例
。
朝
日
町
立
小
学
校
教
育
環
境
務
備

事
業
基
金
条
例
制
定
の
件

O
朝
日
町
立
生
涯
学
習
館
条
例
制
定

の
件

O
朝
日
町
立
ふ
る
さ
と
美
術
館
条
例

制
定
の
件

。
朝
日
町
営
墓
地
条
例
制
定
の
件

O
朝
日
町
歴
史
公
園
設
置
条
例
制
定

の
件

O
朝
日
町
課
等
設
置
条
例

一
部
改
正

の
件

O
朝
日
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

め
件

O
朝
日
町
各
種
委
員
会
委
員
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

一
部
改

－
平
成
3
年
5
月
号
＠

ちょっと考えてね。四字熟語。ご家族の皆さんで楽しんで下さい。（答えは21ページ）(1) 大口口成……偉大な人物Ii大成するまでに時間がかかる。大人物は人々から遅れて光を放つものであること。鐘などのような大きな総！.i,
作』｝上げるのに時聞がかかる 3 人もまた同じであるということ。



棚
山
ゴ
ル
フ
場
新
設
に
伴
う
開
発

協
定
書
並
び
に
農
薬
等
の
使
用
に

関
す
る
協
定
特
を
締
結
さ
れ
ま
し

た
が
、
条
項
の
追
加
は
可
能
か
、

履
行
さ
れ
な
い
場
合
の
対
処
、
ま

た
住
民
の
意
見
を
も
っ
と
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

鶴

は

今

後
十
分

町
は
県
土
地
対
策
要
綱
に
基
づ

き
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
が
、

「開
発
協
定
」
は
総
指
的
事
項
に

つ
い
て
協
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

凶
係
法
令
や
開
発
協
定
に
従
い
よ

り
一
層
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、

協
定
の
細
部
に
つ
い
て
住
民
生
活

の
安
全
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
な

が
ら
開
発
会
社
と
十
分
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。・4拠恥郡山

一ぷ一

国

今
、‘
J
4続
議

－一一、
山

J

回一三一
v
df
u

－
f

当

＋J

が
J

一一時

龍

一

J
4午、
出

崎
・－
J

・
A
・－

骨、

斗
j

．h
〆
ベ
い

nJ
・

二
つ
勺
取

・

．
L

勺つ
の

・
♂
べ

・
＼
ι

：
山

二
期
・

い
道
路
は
、
住
毛
の
戸
数
に
関
係

な
く
町
道
と
し
て
認
定
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
道
認

定
外
の
道
路
の
維
持
管
理
は
地
元

関
係
者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

三日
i
g
k
j
一苦手
Y

よ
g
p亭ム
γふ
草

大
型
什

般

露
店
街

J4rA717ふ夫

質
問

並

あ

零
時

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建
設

計
画
の
進
捗
率
は
。
ま
た
既
存
商

問
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
大
型

店
と
の
並
存
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
農
薬
の
使
用
に
つ
い
て
も

悶
の
安
全
指
導
基
準
を
上
回
る
制

限
を
盛
り
込
み
、
水
質
検
査
も
年

計
4
回
以
上
義
務
づ
け
る
な
ど
、

住
民
の
不
安
解
消
に
十
分
応
え
ら

れ
る
も
用
冷
均
一片
て
い
ま
す
。

必
h
p
y
H
n
v

晴
海
も
怯
庁
一
’
一

〈
：
仁
J
r・4耳、
J
J（
F

2
a泡
過
橿
仏遺
体

J
mふ
ら
ふ
ム
む

FZ閏羽
種
目
議
議
身
選
手

－gp自作
育
成
は

国
体
誘
致
種
目
決
定
に
伴
う
県

の
動
き
と
町
の
誘
致
種
目
の
可
能

性
と
対
応
、
ま
た
中
心
選
手
年
齢

と
な
る
現
在
の
小

・
中
学
生
や
各

種
々
日
協
会

・
ク
ラ
ブ
強
化
の
計

画
と
対
応
に
つ
い
て
、
考
え
を
何

い
ま
す
。

答弁
鎧
規
鱗
峰
山
か

昨
年
保
に
対
し
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
登
山
競

技
の

3
種
目
と
公
開
競
技
と
し
て

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
要
望
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
調
整
中
と
の

こ
と
で
す
。

会
場
地
選
定
は
競
技

・
宿
泊
施

設
や
運
営
能
力
等
を
考
慮
し
、
関

係
機
関

・
団
体
と
協
議
し
決
定
さ

れ
ま
す
が
、
当
町
は
過
去
の
実
績

や
宿
泊
地
訟
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、

運
営
経
験
を
も
っ
競
技
団
体
と
話

し
合
い
を
進
め
、誘
致
に
・
取
り
組
み

答

弁

と

も

に

支

援

現
在
町
内
商
業
者
か
ら
な
る
共

同
店
舗
設
立
準
備
組
合
に
よ
り
、

そ
の
建
設
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
、

町
も
事
業
促
進
の
協

力
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

既
存
商
店
も
こ
れ
と
共
存
す
る

た
め
の
内
助
努
力
が
必
要
で
あ
り
、

駐
単
場
や
ア
ー
ケ
ー
ド
等
々
の
計

画
が
ポ
さ
れ
れ
ば
支
般
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
魅
力
あ
る

商
店
街
づ
く
り
の
た
め
、
各
極
イ

ベ
ン
ト
等
に
今
後
と
も
秘
極
的
に

支
援
し
た
い
と
忠
い
ま
す
。

新
収
入
役
に
愛
場
博
氏

犬
田
和
夫
氏
再
任

教
育
委
員
に

博 氏

3
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

2
月
9
日
で
任
期
満
了
と
な
り
空

席
に
な
っ
て
い
た
朝
日
町
収
入
役

に
、
愛
場
博
氏
（
沼
保
7
7
3
番

地
、
日
歳
、
前
朝
日
町
総
務
課
長
）

を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

愛場犬田 和 夫 氏

ま
た
、
同
じ
く
3
月
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、

3
H月

m
nで
任
期

満
了
と
な
る
朝
日
町
教
育
委
只
会

の
委
員
に
、
犬
回
初
夫
氏
（
束
草

野
3
9
2
番
地
、
貯
蔵
）
を
再
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

山岨州
ゆ
4
叩

た
い
と
思
い
ま
す
。

小

・
中
学
生
に
対
し
て
は
、
学

校
で
の
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間

な
ど
で
競
技
人
U
の
拡
大

・
強
化

に
努
め
て
い
ま
す
が
、

一
目
し
た

指
導
体
制
と
指
導
者
の
連
携
が
重

要
で
あ
り
、
今
後
と
も
選
手
の
育

成
と
指
導
者
の
養
成

・
確
保
に
努

め
た
い
よ
萎
寺
、
い
ま
す
。

H

H

H

H
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現
在
の
都
市
計
画
用
途
地
域
は

審
議
会
の
審
議
を
経
て
設
定
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
を
何
年
ご

と
に
見
直
し
す
る
の
か
、
ま
た
再

考
す
る
考
え
は
な
い
か
何
い
ま
す
。

nソ

質
こ
の
た
び
後
期
5
年
間
の
基
本
計

画
を
策
定
き
れ
ま
し
た
が
、
前
期

の
反
省
を
踏
ま
え
て
ど
う
取
り
組

ん
だ
の
か
。

意
見
や
県
等
の
計
画

答

弁

と
整
合
性
を
蹄
ま
え
て

新
総
合
計
画
は
昭
和
臼
年
に
策

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
社

会
情
勢
の
変
化
等
に
対
応
し
た
第

2
次
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
あ
た
っ
て
の
最
大
の
課

題
は
人
口
問
題
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
こ
の
間
の
状
況
変
化
、
施
策

の
体
系
や
今
目
的
課
題
、
ま
た
議

会
か
ら
の
指
摘
や
町
民
か
ら
の
意

見

・
要
望
を
踏
ま
え
て
検
討
を
重

ね
、
国

・
県

・
広
域
闘
の
計
画
と

の
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
策
定
し

た
も
＼
T
す
い－

K

．H
H

H

F
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質
問

励
怠
恒
例
制
胤
と
奨

町
は
仮
称
ゴ
ミ
対
策
検
討
委
員

会
を
設
け
て
減
量
化
と
適
正
処
理

に
取
リ
組
む
と
し
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
内
容
と
医
療
廃
棄
物
対

答

弁

倒
畑
は
現
行
の
も

都
市
計
画
に
お
け
る
用
途
地
域

の
桁
定
は
昭
和
引
年
に
決
定
さ
れ
、

そ
の
地
域
で
の
建
物
の
極
頬
、
建

ぺ
い
率
等
に
一
定
の
制
限
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
将
来
の
住

み
よ
い
街
づ
く
り
に
は
不
可
欠
な

も
の
で
す
。

当
面
は
用
途
制
限
に
よ
り
制
約

を
受
け
る
開
発
計
画
や
大
規
模
な

建
築
計
画
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、

現
行
の
用
途
地
域
に
基
づ
き
良
好

な
都
市
環
境
形
成
に
取
り
組
み
た

い
と
考
乏
若
い
ま
す
。

H

h

・u
p

－VA
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・
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時
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H
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生
活

a

道
路
ず
，町
道

質
問

こ

近
年
の
住
宅
開
発
に
伴
い
、
生

活
道
路
の
幅
員
は

4
幻
を
超
え
て

い
る
も
の
の
、
民
通
道
路
で
な
い

た
め
町
道
認
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

利
用
者
が
切
に
願

っ
て
い
る
町
道

へ
の
格
上
げ
、
ま
た
認
定
で
き
な

い
場
合
の
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

花
川
一一洲
一
別
府
き
る

町
道
は
町
道
認
定
基
準
に
基
づ

く
基
準
を
満
た
し
、
議
会
の
譲
決

等
を
経
て
認
定
し
て
い
ま
す
が
、

集
落
内
道
路
で
通
り
抜
け
で
き
な

策
、
ま
た
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

を
奨
励
す
る
た
め
の
奨
励
金
制
度

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答

弁

各

層
か
ら
の
提
言

を
受
け
、
検
討

委
員
会
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

・

資
源
化
へ
の
方
議
等
に
つ
い
て
各

層
か
ら
の
意
見

・
提
言
を
受
け
な

が
ら
町
の
役
割

・
町
民
の
役
割
、

ま
た
こ
れ
を
結
ぶ
手
段
な
ど
、
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
へ
の
提
言
を

い
た
だ
く
た
め
設
け
る
も
の
で
す
。

奨
励
金
制
度
に
つ
い
て
も
、
こ
の

坊
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
医
療
廃
棄
物
は
、
感
染
性

医
療
廃
来
物
処
理

H
法
の
通
知
に

基
づ
き
、
適
正
処
理
に

一
層
指
導

を
強
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り
＠

‘ 

正
の
件

。
朝
日
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の

給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費
支
給

条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費
支
給
条

例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
職
只
等
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

の
件

O
朝
日
町
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
営
体
育
施
設
条
例
一
部
改

正
の
件

O
朝
日
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
営
住
宅
設
置
条
例
一
部
改

正
の
件

O
朝
日
町
消
防
団
条
例
一
部
改
正
の
件

。
朝
日
町
営
謹
き
ゅ
う

4
使
用
に
闘

す
る
条
例
廃
止
の
件

そ
の

他

O
新
川
広
域
圏
ぶ
務
組
合
規
約
一
部

変
更
の
件

議
員
提
出
議
案

。
朝
日
町
議
会
委
員
会
条
例

一
部
改

正
の
件同

意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
収
入
役
を
選
任
す
る
た
め

同
意
を
求
め
る
件

O
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を
任

命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件

報
告
さ
れ
た
も
の

O
泊
病
院
病
棟
等
改
造
エ
ギ
建
築
主

体
工
事
請
負
契
約
変
更
に
関
す
る
件

。
泊
病
院
病
棟
等
改
造
工
事
電
気
設

備
工
事
請
負
契
約
変
更
に
関
す
る
件

O
泊
病
院
病
練
等
改
造
工
事
給
排
水

衛
生
冷
暖
房
設
備
工
事
請
負
契
約
変

更
に
関
す
る
件

O
富
山
県
町
村
公
平
委
員
会
共
同
設

置
規
約
の
変
更
の
件

O
農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
朝

日
町
歴
史
公
園
整
備
工
事
前
負
契
約

変
更
に
関
す
る
件

選
挙
さ
れ
た
も
の

O
下
山
用
水
組
ム
議
会
議
只
選
挙
の
件

※
当
選
者

川
瀬
氏

（下
野
）
、
長
原

忠
（大
家
庄
）、
小
川
久
悦
（
三
枚
橋
）、

林
一
雄
（
機
水
）
、
高
島
武
（
高
橋
）
、

高
松
俊
夫
（
下
山
新
）
、縄
野
博
〈
金

山
）
、
大
久
保
喜
一
（
窪
田
）
、藤
井
弘

光
（
舟
川
新
）
、
大
久
保
房
吉
（
桜

町
）
、
黒
坂
久
仁
治
（
平
柳
）
、
黒
坂
三

一
（
道
下
）
以
上
ロ
名

O
舟
見
中
学
校
組
合
議
会
議
員
選
挙

の
件

※
当
選
者
永
口
栄
治
（
花
房
）
、
水

野
甚
之
輔
（
山
崎
新
）
、
川
端
券
吉
（
小

在
池
）
以
上
3
名

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O

「
消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O
小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対
し

議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
つ
い
て

－
平
成
3
年
5
月
号
＠

日口月口……すべての物事が止むことなく進歩し．発展向上していくこと．日進月$と同ヒ意味。(2) 口水之口…・・・一歩も退けない絶体絶命の立場で事にあたること。覚悟を決めて全力を尽く して併にあたること。(3) 
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「おじいちゃん，おばあちゃん，元気lこしてた？」

転
で
き
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、

生
鮮
食
品
や
衣
頼
、
日
用
雑
貨
な

ど
の
買
い
物
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も

多
く
、
一
人
の
方
の
た
め
に
ス
ー

パ
ー
や
薬
局
な
ど
、
何
軒
も
の
店

を
回
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
日
中
買
い
物
を
し
て
い

る
と

変
な
目
で
鬼
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
買
い
物
を
し
て
帰
る
と

H

あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
ゆ
と

手
を
A
H
わ
せ
て
感
湖
さ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
イ
ヤ
な
思
い
な

ど
い

っ
ぺ
ん
に
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
ね
」
と
の
ニ
と
。

少
し
す
っ
溶
け
込
ん
で

え
な
か
っ
た
り、

客
間
に
は
－泊
さ

れ
て
も
、
台
所
や
居
間
の
鮒
除
な

ど
は
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が

多
い
と
い

い
ま
す
。

「
中
に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
と

き
は
、

J
』
ん
に
ち
は
、
お
元
気
で

す
か
々
と
戸
を
か
け
、
玄
関
だ
け
で

も
掃
除
を
し
て
帰
り
ま
す
。
で
も
、

こ
う
し
た
こ
と
を
続
け
て
い
く
う

ち
に
、
少
し
ず
つ
興
の
方
へ
入
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

ん
で
す
よ
」。

ま
た
逆
に
、
お
互
い
に
親
し
く

な
っ
て
く
る
と
、
勤
務
時
間
外
や

休
日
で
も
「
す
ぐ
に
米
て
」
と
い

う
電
話
で
出
か
け
た
り
、
風
邪
な

ど
の
と
き
は
心
配
で
、
巡
回
目
で

な
く
て
も
頗
を
出
し
、
声
を
か
け

て
く
る
こ
と
も
多
い
と
い
い
ま
す
。

へ
ル
パ
！
の
仕
事
は
、
心
と
心

の
お
付
き
合
い
、
お
互
い

を
理
解

す
る
こ
と
が
そ
の
出
発
点
。
苦
労

ヘ
ル
パ
ーに

来
て
も
ら
う
に
は

も
多
い
よ
う
で
す
が
、
へ
ル
パ
ー

た
ち
は
「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
中
」

と
、
仕
事
に
誇
り
と
責
任
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に

本
当
に
頼
り
に
さ
れ
、
待
ち
こ
が

れ
ら
れ
る
へ
ル
ハ

ー
た
ち
も
、
初

め
て
訪
問
す
る
お
毛
で
は
、
々
他
人

に
家
の
中
を
見
ら
れ
た
く
な
い
。

と
、
玄
関
か
ら
奥
に
上
げ
て
も
ら

それがヘルノてーの仕事。心と心のお付き合い。

ヘルパーですJ「こん！こちは，
－
み
ん
芯
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

＠

ホームヘルパーは，日常生活を営むのに支障のある皆さんのお宅ヘ。その仕事は，

掃除，洗濯，食事や買い物のお世話など日常生活のあらゆる範囲lこ。

ま
ず
『
家
嵯
奉
仕
員
派
遣
申
請
書
』

に
向
宅
付
近
の
地
図
を
添
え
、

役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
e

町
で
は
、
そ

ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事

「
こ
ん
に
ち
は
、
へ
ル
パ
ー
で

す
」。

明
る
い
戸
が
ぶ
開
先
で
怖

く
と
、
「
待
っ
と
っ
た
が
。
は
よ
上

が
ら
れ
」
と
’
拠
か
ら
戸
が
：・
。

町
で
は
、
ひ
と
り
＃
ら
し
の
お

年
寄
り
ゃ
心
身

の
防
苔
の
た
め
、

日
常
生
活
に
支
防
の
あ
る
万
の
お

宅
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
（
家
庭
ギ

仕
民
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

現
ト
計
、
町
に
は
五
人
の
ホ

l
ム

へ
ル
パ
ー
が
い
て
．
お
年
寄
り
な

ど
お
よ
そ
二
十
軒
の
お
宅
を
回
っ

て
い
ま
す
。

Mm
除

・
洗
棺
は
も
ち

ろ
ん
、
食
事
の
世
話
や
純
い
も
の

生
活
必
需
品
の
買
い
物
、
医
療
機
関

と
の
連
絡
を
は
じ
め
、
話
し
相
手

に
な

っ
た
り
、
時
に
は
身
の
上
判

決
に
も
応
じ
る
な
ど
、
そ
の
仕
事

は
日
常
生
活
全
般
に
わ
た
り
ま
す

A

「
日
ご
ろ
山
山
砂
く
機
会
が
あ
ま

り
な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も
話
し

州
千
が
少
な
い
ん
が
多
く
、
一
週

間
ぶ
り
に
舶
、
を
山
す
と
ρ

仕
事
を

止
め
て
話
を
附
け
の
と
、

一
週
間

分
の
山
米
中
を
次
か
ら
次
へ
と
止

め
ど
な
く
訴
す
方
が
多
い
で
す
ね
」

と
一
言
う
よ
う
に
、
多
く
の
お
年
寄

り
は
、
品
し
相
手
を
求
め
て
い
る

の
が
現
実
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
車
な
ど
の
乗
り
物
を
運
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の
申
請
書
に
よ
っ
て
へ
ル
パ

l
を

派
遣
す
る
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う

か
を
判
断
し
ま
す
。

へ
ル
パ

l
に
来
て
も
ら
う
に
は
、

た
だ
し
、
派
遣
す
る
こ
と
が
決

演

M
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u
Iゐ‘
u
r
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M
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I＆唱。
r品
。
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まっても、前の年に納めた所

得税の傾に応じ、次の表に拘

げるとおり一定の金制を負担

していただくことになります。

その他、へルパl派遣につ

いての詳しいことは、役場住

民課福祉係、または地疋の民

生委員にお尋ねください。

利用者世帯の区分 18寺間当疋り手戴斜

生活保護法による被保護世曙 0 円

前年度所得税非課税世帯 。
ノノ 9.600円以下 200 

)) 9.601円以よ32.400円以下 350 

)) 32 .401月以上42.000円以下 500 

)) 42 .001円以上 650 

口口一致……会ぶなどに必いて．その冷にいるすべての人の立見が一致すること

私たちがヘルパーです

竹

内

美
和
子

粉
究
ト
ヨ
子

松

本

待

子

瀬

沼

路

子

叫，

平
崎
加
代
子

(5) 

－
平
成

3
年
5
月
号
＠



ご
利
用
〈
だ
き

老
人
の
た
め
の

こ
ん
抱
福
祉
制
度

だ
れ
も
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
町
を
。
こ
れ
、が
ま
ち
づ

く
り
の
原
点
で
あ
り
、
福
祉
の
出
発
点
で
す
。

・特集／みんなにやさしい町づくり

「おばあちゃん，ツメガ伸びてるね」。話し相手｜こ怠り広がらさ

りげなく身の回りの世話をするホームヘルj~－。町では新たに
舎年度から訪問看護事業もスタートさせます。

l一一一」~L... .＋ーームー ・

〈

ぜ・孟＝ιi斗

~ 
体の不自由なお年寄りをあ風邑

に入れるのは大変。 I 

デイ・サービスセンターでは入

浴サービスも行っています。

在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
（
民
生

委
以
を
過
じ
て
認
定
さ
れ
た
打
）

な
ど
を
抱
え
る
世
情
に
対
し
、
紙

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
一

・
二
級
の
方
は
、
そ
の
所
得
に
泌

じ
た
一
定
の
金
舗
を
負
拘
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
役
場
朴
川
氏
諜

福
祉
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

紙
お
む
つ
を
支
給

い訪

問

看

護

事

業

A
F1

年
度
か
ら
新
た
に
、
介
誕
が

必
要
な
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
や

重
度
の
身
体
障
害
者
な
ど
の
い
る

家
庭
を
訪
問
し
、
療
益
よ
の
世
話

や
家
族
に
対
す
る
介
護
方
法
な
ど

の
指
導

・
助

4

・
パ
を
行
う
訪
問
行
必

卒
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

た
だ
し
、
六
月
ご
ろ
ま
で
は
対

説
者
の
把
雌
と
ど
の
よ
う
な
介
識

が
必
要
な
の
か
を
調
べ
る
た
め
の

訪
問
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
に
調
査
員

が
伺
い
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
入
所
を
お
世
話

寂
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
、
心
身

に
主
障
が
あ
る
た
め
に
，
H
毛
で
生

お
む
つ
を
支
給
し
て
い
ま
す

G

対
象
と
な
る
の
は
、
病
院
な
ど

を
退
院
し
、
自
主
療
薬
を
始
め
て

六
か
月
を
経
過
し
た
方
で
す
。
民

生
委
員
に
ご
相
談
く
ど
き
い
。

在
宅
の
寝
た
き
り
の
方

な
ど
に
福
祉
金
を
支
給

－

M
た
き
り
、
急
た
は
揃
呆
竹
之

人
と
し
て
認
定
さ
れ
た
六
十
五
歳

以
L
し
の
万
に
、
年
初
六
万
円
を
九

月
と
三
月
に
分
け
て
支
給

（
年
度

途
中
で
の
入
院

・
死
亡
の
場
合
は

け
訓
リ
で
支
給
）
し
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
非
課
税
世
帯

が
刈
訟
と
な
り
ま
す

弁
当
を
支
給
し
ま
す

圃圃圃咽圃圃也

ト
河
川
第

一
と
節
三
火
附

H
の
仕

食
時
に
、
現
夜
、
二
十
五
人
の
ひ

と
り
採
ら
し
の
お
年
寄
リ
の
万
々

に
お
弁
当
を
文
給
し
て
い
ま
す
。

弁
当
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
特
製
の
も
の
で
、
民
生
委

H
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
通
じ
て

自
宅
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。

年
三
側
、
民
生
委
員
を
通
じ
て

希
望
者
の
と
り
ま
と
め
を
し
て
い

ま
す
。
迫
一
版
な
く
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

寝
具
の
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

高
齢
な
ど
の
た
め
、
布
団
を
干

シ

.. 

寝
た
き
り
な
ど
の
お
年
寄

り
を
短
期
間
お
世
話

家
族
が
病
気
や
出
産
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
で
、
寝
た
き
り
な
ど
の
お

年
寄
り
の
介
護
が
で
き
な
い
と
き
、

七
日
以
内
を
原
則
と
し
て
、

一
時

的
に
特
別
養
護
主
人
ホ
ー
ム
で
お

阪
か
り
し
、
家
践
に
代
わ
っ
て
介

護
し
ま
す
。
利
用
料
金
は
、
生
前

す
の
も
州
知
な
ひ
と
り
必
ら
し
左

人
な
ど
に
対
し
、
年
一
凶
の
寝
具

の
丸
洗

い
サ
ー
ビ
ス
と
年
二
川
の

乾
燃
サ
ー
ビ
ス
を
行
ゥ
て
い
ま
す

こ
れ
も
年
三
岡
、
民
生
委
員
を

辿
じ
て
希
明
者
を
と
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。
お
気
軒
に
お
巾
し
込
み

く
だ
さ
い

E

・

自
分
で
屋
根
古
降
ろ
し
な
ど
が

で
き
な
い

ひ
と
リ
暮
ら
し
老
人
や

在
人
夫
耐
世
情
が
、
他
の
人
に
依

頼
し
て
展
恨
雪
を
降
ろ
し
た
場
合
、

そ
の
費
用
を
助
成
（
吉
降
ろ
し
は

一
時
川
千
九
行
円
、
後
始
末
は

一

時
間
八
百
円
）
し
ま
す
。

た
だ
し
、
町
内
外
を
間
わ
ず

f

の
い
な
い
世
帯
、
近
所
や
親
矧
の

緩
助
が
得
ら
れ
な
い
世
倍
、
町
民

税
非
課
税
世
新
な
ど
に
限
リ
、
助

成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

千 i~~
九議
百世 , 
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寝
た
き
り
な
ど
の
お
年

寄
り
を
お
風
呂
に

お
お
む
ね
六
十
瓦
歳
以
上
の
寝

た
き
り
老
人
や
身
体
が
虚
弱
で
臼

常
生
活
を
営
む
の
に
立
障
が
あ
る

人
を
対
象
と
し
て
、
送
迎
に
よ
る

入
浴
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
生
前
指

導
、
日
常
勤
作
訓
糾
な
ど
を
行
う

の
が
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
す
。

こ
の
施
設
を
利
用
す
る

に
は
、
自
・
封
書
を
提
出
し
、
利
用

者
登
録
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
殊
寝
台
を
貸
し
ま
す

寝
た
き
り
の
お
年
寄
リ
を
介
議

し
や
す
い
特
殊
寝
台

（
キ
ャ
シ
ベ

ッ
ド
）

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

お
気
軒
に
仰
し
込
み
く
だ
さ

い
。

電
話
を
貸
し
ま
す

正
話
を
持
っ
て

い
な
い
ひ
と
り

非
ら

し
怠
人

の
お
主
に
、
制
社

電
話
を
設
出
し
、
町
が
仲
嶋
本
料
金

を
主
払
い
ま
す
た
だ
し
、
通
話

料
は
便
用
者
負
仰
と
な
リ
ま
す
。

な
わ
ね
、

h
数
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
所
仰
の
低
い
十
々
を
．能
先
し
て

設
置
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
連
絡
員
を
派
遣

ひ
と
り
必
ら
し
左
人
の
日
常
生

川
の
小
宮
川
の
雌
認
と
孤
独
感
の
桝

消
を
図
る
た
め
に
、
「
愛
の
一
戸
」

を
か
け
て
も
ら
う
主
人

M
社
述
総

員
を
置
い
て
い
ま
す
。
通
給
只
の

派
遣
を
希
望
の
万
は
、
お
近
く
の

民
生
委

H
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
を

給
食
や
演
芸
で
歓
待

毎
年

一
回
、
二
月
か
ら
三
月
の

聞
に
、
ひ
と
り
持
ら
し
の
お
年
寄

り
を
招
待
し
、
給
食
や
演
芸
な
ど

で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
も
ら

っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
参
加
を
ω

福
祉
に
つ
い
て
の
相
談

は
役
場
住
民
課
福
祉
係

（
雪
印

1
1
1
0
0

内
線

1
1
2番）
ヘ

0

・
平
成
3
年
5
月
号
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油

害
と
フ
τフ

上 三ノ

原 a
h存

ん ’』

フ
ラ
ン
ス
で
U
本

の
文
化
を
紹
介

ポ税務裁が念ゐ

両
国
の
友
好
と
相
互
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

ご
夫
ぃ
安
ら
が
訪
れ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
西
部

の
キ
ャ
ン
ペ

l
ル
と
ナ
ン
ト
の
両
市
。
特
に
キ

ャ
ン
ペ

l
ル
市
で
は
、
将
来
日
本
へ
蹴
る
人
材

を
養
成
す
る

『
フ
ォ

ッ
ク
メ

ッ
ク
』
と
い
う
学

校
の
学
閥
祭
に
招
か
れ
、

二
日
間
に
わ
た

っ
て

H
本
の
伝
統
文
化
を
彼
諒
し
て
き
ま
し
た
。

「圧
い
に
理
解
し
あ
お
う
と
い
う
れ
持
ち
が

あ
れ
ば
、

言
葉
の
壁
な
ど
問
題
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
以
と
話
す
ζ
夫

妻
、「
一
期

一
会
や
和
敬
清
寂
と
い
っ
た
砂
日
本

の
心
。
も
何
と
な
く
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
ね
」
と
笑
い
ま
す
。

「来
年
は
々
ジ
ャ
ハ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
位
。

の
年
。
ぜ
ひ
向
こ
う
の
人
た
ち
に
来
て
も
ら
え

る
よ
う
協
力
し
た
い
と
与
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
い
ず
れ
は
朝
日
町
と
キ
ャ
ン
ペ

1
ル
市
が

副
際
姉
妹
都
市
に
な
る
よ
う
に
：・
』。

町
の
お
し
ど
り
外
交
官
、
上
原
ご
夫
裂
の
夢

は
日
増
し
に
大
き
く
ふ
く
ら
み
ま
す
。

会勤務先アイシン新和（株）

会血液型 A型 合星座名射手座

会ボウリング，カラオケ， ドライブ

竹

谷
な
お
み
さん

（
却
歳
・
宮
崎
）

iにみ
認込

姪
谷
の
北
山
憲
治
・美
智
子
さ
ん
ご
夫
妻
の

長
男
智
治
（
と
も
は
る
）
く
ん
叩
歳

次
男
幸
治
（
こ
う

じ
）

く

ん

7
歳

長
女
早
苗
（
さ
な
え
）
ち
ゃ
ん

1
歳

も
う
少

ν穴
人
ら
し
く

ホ
テ
ル
勤
め
か
ら
現
在
の
職
場
に

移
り
、
も
う
す
ぐ
半
年
。

「
今
で
は

す
っ
か
り
仕
事
に
も
慣
れ
ま
し
た
。

職
場
は
若
い
女
性
が
多
く
、
明
る
い

人
ば
か
り
・
な
の
で
、
毎
日
楽
し
く
仕

い
や
を
し
て
い

ま
す
」。

今
年
『
成
人
式
』
を
迎
え
た
ば
か

り
。
「
ニ
ト
設
は
り
っ
ぱ
な
大
人
だ

と
よ
く
一言
わ
れ
ま
す
が
、

私
は
ま
だ

ま
だ
・：
。
も
う
少
し
大
人
ら
し
い
考

え
を
持
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
抱
負
も
チ
ラ
リ
。

「
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
と
ボ
ウ
リ
ン

グ
に
行
く
こ
と
か
な
？
」

と
笑
い
ま

す
が
、「
思
い
や
り
が
あ
っ
て
男
ら
し

い
人
と
お
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
結
婚
で

き
れ
ば
・：
L

と
夢
み
る
H

さ
わ
や
か

さ
ん
ヘ
今
年
は
友
達
と

一
緒
に
い
ろ

ん
な
所
へ
旅
行
す
る
こ
と
、
そ
れ
と

お
花
や
料
県
を
党
え
る
こ
と
が

H
雌

，，．，．‘

。

ナ
ハ
具
、
4
H

わ
が
家
の
か
わ
い
い
ア
イ
ド
ル
た
ち

長
男
の
判
的
は
五
年
生
。
ち
ょ

っ
と
内
気
な

と
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
、
水
泳

・
ス
キ
ー

・
ラ

グ
ビ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
の
大
峠
き
な
や
さ
し
い
お

日
ん
ち
ゃ
ん
で
す
。

次
男
の
幸
治
は
甘
え
ん
坊
の
二
年
生
。
水
泳

と
ス
キ
ー
は
好
き
な
の
で
す
が
、
走
る
の
が
少

し
苦
手
。
で
も
、
今
年
か
ら
お
兄
ち
ゃ
ん
と
ラ

グ
ビ
ー
を
す
る
の
だ
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
三
人
兄
妹
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
が
長
女
の
早
師
、

一
歳
。
た
だ
今
。
ア

ン
ヨ
々
の
線
問
中
で
す
が
、
お
U
ん
ち
ゃ
ん
た
ち

が
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
い
る
中
に
川
り
込
ん
だ
り

お
菓
子
を
椴
ど
り
し
た
り
と
、
厄
れ
い

っ
ぱ
い
。

で
も
、
二
人
の
お
記
ち
ゃ
ん
は
、
「
早
前
ち
ゃ

ん
は
ぼ
く
た
ち
の
宝
も
の
だ
」
と
言
っ
て
、
お

ん
ぶ
に
だ

つ
こ
と
、

司
お
姫
機
』
の
．
陶
倒
を
と
て

も
よ
く
み
て
く
れ
ま
す
。

こ
ん
な
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
た
ち
、

健
康
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

~ 

仲
良
〈

山崎ビーチ

バレーボール愛好会

今
年
ニ
そ
全
国
大
会
へ

初
週
水
wm
日
と
土
曜
日
の
午
後

七
時
半
過
ぎ
、
静
ま
り
か
け
た
小

学
校
の
講
堂
に
灯
が
と
も
り
、
か

っ
さ
か
の
原
の
北
か
ら
南
か
ら
今

日
も
ま
た
い
い

汗
を
流
そ
う
と
い

う
両
々
が
、

一
人
ま
た

一
人
、
「
こ

ん
ば
ん
は
／
」
と
、
威
勢
よ
く
声

を
か
け
て
駆
け
込
ん
で
き
ま
す
。

二
十
四
歳
か
ら
六
十
二
歳
ま
で

の
主
計
男

K
凶
十
五
人
が
私
た
ち

の
仲
刷
。
昭
和
六
十
三
年
に
結
成

さ
れ
た
、
朝
日
町
の
・
中
で
は
比
較

的
批
判
い
愛
好
会
で
す
。

準
備
運
動
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
ト

ス
な
ど
の
基
本
練
習
が
終
わ
る
こ

ろ
に
は
、
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
が

そ
ろ
い

、
試
合
形
式
で
ビ
ー
チ
を

楽
し
み
ま
す
。
「ピ

l
」
と
い
う
笛

の
音
が
心
地
よ
く
講
掌
に
響
き
、

終
始
和
気
あ
い
あ

い
の
ム

l
ド
。

公
式
戦
で
は
、
緊
張
の
あ
ま
り

怠

民主

cg 
て〉

長谷川和美さん（14）は、朝

日町の友好親善都市、岩手県

釜石市の中学生。この春休み、

両市町の交流事業の一環とし

て市内八人の中学生と一緒に

朝日町を訪れました

ゐ
さ

Gニー－Cニー
あ

｜
｜

朝
日
町
へ
は
初
め
て
？

長
谷
川

は
い
。
私
の
祖
父
母
が

朝
日
町
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
求
た

の
は
初
め
て
で
す
。

｜
｜
朝
日
町
の
印
象
は
？

長
谷
川

思
っ
た
よ
り
雪
が
多
い

と
こ
ろ
で
す
ね
。
釜
石
に
比
べ
る

と
小
さ
な
町
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
す
が
、
皆
さ
ん
優
し

く
て

い
い
人
ぱ
か
リ
で
す
ね
。

山払
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち

は
こ
こ
で
生
ま
れ
、
作
ら
し

て
い
た
ん
だ
な
っ
て
、
思
い

古
4
F
Iレ
ト
～
。

｜
｜
町
内
の
家
庭
に
ホ

l
ム

ス
テ
イ
を
？

長
谷
川

は
い
。
今
口
来
た

九
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
の
中

学
生
の
い
る
家
・妊
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
私
は
山

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

⑪

な
か
な
か
実
力
を
発
揮
で
き
な
い

か
っ
さ
か
チ
ー
ム
で
す
が
、
年
二

回
開
催
さ
れ
る
会
長
料
争
奪
戦
で

は
、
日
を
見
似
る
よ
う
な
技
が
次

々
と
披
引
附
さ
れ
、
お
川
い
に
ビ

ヴ

ク
リ
す
る
、
｝
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

体
力
づ
く
り
と
組
陸
を
図
る
こ

と
を
第
一
に
、
ビ
ー
チ
を
通
じ
て

地
域
の
活
性
化
に
も
役
立
ち
た
い

と
い
う
の
が
私
た
ち
の
願
い
で
す

が
、
何
と
い
っ
て
も
今
年
の
目
標

は
、
全
国
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
。

初
出
場
を
目
指
し
て
一
層
の
盛

り
上
が
ゆ
を
見
せ
て
い
る
私
た
ち

の
チ
ー
ム
、
皆
さ
ん
も
応
援
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

(8) 立口出口…・・・高い地位について世間に名を現すこと

崎
の
大
蔵
涼
子
さ
ん
の
家
に
泊
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
お
互
い

に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
、
す

っ

か
り
仲
良
し
に
な
り
ま
し
た
。

｜
｜

ヒ
ス
イ
海
岸
や
パ
タ
パ
タ
茶

は
ど
う
で
し
た
か
？

長
谷
川
こ
こ
の
海
岸
は
釜
石
と

違
い
、
波
が
就
く
て
や

っ
ぱ
り
日

本
海
っ
て
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
で

も
、
ヒ
ス
イ
梅
山
は
き
れ
い

な
布

が
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

パ
タ
パ
タ

ぷ
h
J
U
、
け

つ
こ
う
お

い
し
か

っ
た

で
す
よ
。

｜
｜
町
の
人
た
ち
に
ひ
と
言
。

長
谷
川

釜
石
に
帰
っ
た
ら
朝
日

町
の
こ
と
を
み
ん
な
に
話
し
て
あ

げ
る
つ
も
り
で
す
。
制
日
町
の
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
釜
石
へ
米
て
く
だ
さ

い
。
朝
日
町
同
級
、
優
し
く
て
い

い
人
ば
か
り
で
す
か
ら
・・
。

医口口源……食物の中にはさまざまな栄養素が含まれており．これを正し（ 配分して渋取すれば 人体Ii健康を I~ ちうるe すなわち．食
事と（i人体にとって縫織を保つための医薬でもあるのだとする思想をいう．

(9) 

－
平
成
3
年
5
月
号
⑪



大蔵宏子さん
（羽入 ・18放）
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選レマ’メイ

安このページをみん1Jでつくるペー
ジにしたいと思います．イラストや
マンガ，ご意見，皆さんに知らせた
いこと， fJんでもけつこうです。ど
しどしお寄せください．
紙jこ匿名は，その旨をはっきり書

いて，住所， 氏名を明記して送って
ください。
ま定，広報係でI~，広報あさひ！こ

対するご憲見や，取り上げてほしい
問題怠ど皆さんの買をお待ちしてい
ます。ご一報を。

Aアサヒサε．
、yト（72)

~SAILENT MOBIVS( 15) 

STR正rFiC.HT主R.lt<>-4.;
flit.加盟酔訓融 街

V奈子（？）

ト申 2-c3‘ti)

b
b
wMM
 

M
A梢
ぺV

白
衣
勾

a

A
叩

g

管恥れ
7
l今
／

J
V
J丸
刈
N

’

山号
、し
減
数
ω

卒
ω闘い

A.ウッチャン・ナンチャン（｜｜）

／？？キ I＇、k(, J~ 1 ~~~込、

殺りγ~ii' 
？λ＇C 'B ~＂＇e:苛ARM、G.. tt.An.. 
Uる持品車M品者Luゆゐ11'1.l!ll日v
＂＂司同も跡払＂＂＇·孟s望日~＂＂＇κ‘＂＇＂
-in•私有鴨a高射 ，t~－ ·
間＇－＂＂•~＂－』.....（，.説、胤吋A

by f.＂＇~郁夫

A.テレビの中に（？）

V安田端希（ 13) 
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ムパイン＆アップル（13)

｜町長仰が巨宣J

いエイプリルフ－JL--＂でも

ないでしょうが，新年度スタ

ートの日，4月111は早朝から

叫が舛う天候となりました。

このUは，収入役選任容交

付に続き，新採M＇令交 付，人

事異動辞令交付．年度始め式，

そして庁識と，あわただしく

l日が過ぎていきました。

今年度は.21世紀を目指し

た計画作I）の年度。私白身，

初心に帰り ， じっくりと諸地

策に取り組んでL、〈決意でお

ります。

さて，今円は 4月3目。選

挙カーから流れる声が執務宅

に聞こえてきます。ふと，昨

年の町長選挙のときの光訟が

II日i裂をかすめました。

布、も政治に携わ I），約 9年。

点老手
つ~子守

tJ>・σ〉・わ

-t乙もたぢの
'J 

〔デ

l
ト）

（5
歳
児）

M
男

「
わ
あ

l
、

デ

l
ト
ノ
」

保
母

「
何
男
君
、
デ

l
ト
っ

τ何
つ
・
」

M
男

「
デ
ー
ト
っ
て
、
ダ
ン
ス
す

デ
ー
ト
や
と

る
こ
と
や
に
け
｜
」

M
子

「ろ
が
う
よ
．
デ
ー
ト
っ
て

お
つ
き
あ
い
す
る
こ
と
や
よ
」

｛
か
み
な
り
）
（d
歳
児
｝

「
き
の
う
、

か
み
な
り
な
っ

A
男

た
よ
」

B
子

「
か
み
な
り
っ
て
、
あ
っ
た

か
い
空
気
と
つ
め
た
い
空
気
、

け
ん
か
し
た
ら
な
る
ん
や
っ

添
え
」

C
子
「
う
ん
／

『
け
ん
か
し
ち
ゃ

ダ
メ
ダ
メ
』

つ
て
な
る
ん
や

ね

l
／」

｛
せ
き
）

（4
歳
児）

（明
か
ら
臼
が
会
う
と
せ
き
が
出

広
報
ク
イ
ズ
⑩

題

①

3
月
定
例
議
会
の
代
表

・

質
問
の
数
は
？

③

ぬ

件

⑮

M
M
一件

。
同
件

②

3
川
定
例
議
会
で
可
決

・
同
意

さ
れ
た
議
案
の
数
は
？

③

刊

説

家

⑮

nw
議
案

。

的
議

案③

3
月
定
例
議
会
の
開
会
日
は
？

③

3
月

3
u

⑮

3
月
回
目

。 般

3
月
7
H

（
2
P
1
5
P
の
議
会
だ
よ
り
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

〔
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

ー
＠
、
②

l
⑮
、
③
ー

O
）、住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

皆さんから『なぜ ？J II"どう し

て？』と｜封lかれ，困ることが

多くあり ます。例えば『同じ

町なのになぜ朝日町には!fll）便

番号が2つあるのか？ 』 とい

う質問。さっそく ，北陸郵政

局に出向き．このことを尋ね

ましたが改善は難かしいとの

こと。 しかし，皆さんから寄

海辺で砂あそび一一宮崎保育所一一

る
A
美
ち
ゃ
ん
）

保
母

「
A
美
ち
ゃ
ん
久
丈
夫
？
」

A
美
「
だ
い
じ
よ
う
ぶ
じ
ゃ
な
い
。

お
か
あ
さ
、
ん
に
？
ん
わ
し
て
」

保
母

「
じ
ゃ
あ
、
も
う
少
し
し
た

ら
ね
」
（
し
ば
ら
く
し
て
：）

「
A
美
ち
ゃ
ん
、
せ
き
は
止

ま
っ
た
の
つ
o
L

A
美
「
う
ん
、
だ
っ

τせ
き
し
た

ら
の
ど
い
た
い
も
ん
」

保
母

「つ・ワ・ワ・
」

つ
つ
め
ぼ
し
の
た
ね
）
す
き

0 
男

「
こ
れ
う
め
た
、
」
ノ
、

う
め
ぽ

し
の
本
に
わ
ゆ
る
／
」

E
男

「
か
ぎ
の
た
ね
、
つ
め
た
ら
、

F
男

か
き
い
っ
ぱ
い
に
は
る
」

う
め
ぼ
し
い
っ
ぱ

つ
つ
ん
、

い
な
る
／
」

く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
巾

抽
選
で
三
人
の
人
に
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
フ

レ
セ
ン
ト
し
ま

・す
。

か
ら
、

ま
た
、

答
え
の
ほ
か
広
報
あ

さ
ひ
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
、
｝と、

イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
古
き
添
、え
て
い

た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

な
お
、

ム
U

は、

紙
L
し
阪
名
を
希
望
の
州
場

そ
の
旨
を
は
勺
き
り
と
思

い
て
く
だ
さ
い
。

〒

m
l
w朝
日
町
道

下

1
1
3
3
番
地

朝

日

町

役

場

総
務
課
秘
門
出
峨
係
ま
で
。

会
あ
て
先

会
締
め
切
り

5
月
日
円
で
す
。

合
前
回
の
当
選
者
は
、
ウ

ッ
チ
吋

ン
・
ナ
ン
チ
ャ
ン
さ
ん
、

ん
、
ま
あ
じ
ゅ
さ
ん
に
決
ま
り
ま

し
た
。

背
葉
さ

（正
解
者
口
名
）

せられる多くの 『なぜりに

今後も真剣に取り組んでいく

つもりでおります。

一方．今年度は凶｜祭化時代

に対応すべ〈 ，町民の枠さん

に英会話をザ：んでいただくた

めに英訟指導助手を招 くほカ＼

御外派遣交流.tj・;i住の充実など

にも一層力を注ぎたいと考’え

ております。 ( 4片3B記）

－
平
成
3
年
5
月
号

＠

経口済口…・・・世の中をうまく治め．人々 の苦しみを絞うことをいう。 経済という語Ii，この四字熟語から生まれているの(I間口画自O・…・・自分でかいた絵に自分自身で鈴を書き入れるというのがもとの意。転じて，自分の二とを自分で褒めること。U
M
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fごさい

まち三宅Z事てる

届けてく
や
ま
び
こ
通
信
と
は

「
や
ま
び
こ
通
信
」
は
、
こ
の

町
に
住
み
、
こ
の
町
を
愛
す
る
皆

さ
ん
か
ら
直
接
町
に
寄
せ
ら
れ
た

な
見
に
対

L
H
や
ま
び
こ
の
よ
う

に
対
応
し
た
い
H

と
い
う
願
い
を

込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
制
度
で
、

昭
和
田
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
や
ま
び
こ
通
信
」
で
寄
せ
ら

れ
た
意
見
は
、
町
長
が
す
べ
て
自

を
通
し
、
相
当
者
に
そ
の
対
応
を

指
ぶ
し
ま
す
。
指
示
を
受
け
た
拘

当
者
は
、
内
容
を
ト
分
に
調
盆

・

あ怠だの

総後品目白・回目州
司い

iJ
U
p

m
viし
U
：

検
討
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
対
応
の
仕
方
に
つ

い
て
は
、
便
り
を
寄
せ
た
人
に
お

知
ら
せ
し
て
了
解
を
得
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
中

で
皆
さ
ん
に
広
く
か
か
わ
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
さ
ひ
で
紹

介
も
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を

「
や
よ
び
こ
通
信
」
め
用
紙
を

一畑
一
朝
日
町
消
防
団
春
季
放
水
訓
練

一凋
一

｜

｜

平
成

2
年
度
消
防
定
例
表
髭

｜
｜

3
月

M
目
、
朝
日
町
消
防
団
の

泰
孝
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
自
の
訓
練
に
は
、
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
も
参
加
。
管
内
全
域

の
巡
回
広
報
の
ほ
か
、
放
水
訓
練

や
分
列
行
進
、
表
彰
伝
達
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
じ
ん
武
将
さ
れ
た
の
は
次
の

H
々
で
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
草
山
岡
周
佐

（
2
分
団
分
間
長
）

富
山
県
知
事
表
彰

・
無
火
災
表
彰
朝
日
町
消
防
問
、

朝
日
間
消
防
団
3
分
団

・
功
紛

章

米

国

蕃

（

4
分
団
分
団
長
）

・
精
勤
章
宮
成
正
（

5
分
団
副

分
凶
長
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

医需の現場かS
泊
病
院
泌
尿
器
科
医
長

古
田
秀
勝
先
生

・
功
績
章

山
岡
周
佐
（

2
分
団

分
団
長
）

・
勤
続

章

水

島

寅

古

（
6
分
団
部
長
）

富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
天
皇
陛
下
御
即
位
し
記
念
特
別
表

彰

親

子

3
代
消
防
団
長
表
彰

川
川
水
英
信
（

3
分
団
班
長
）、
高
結

束
（

3
分
団
回
以
）
・
功
納
町H
花

草
水
品
山
県
古
（
6
分
同
部
長
）

・
功
松
山
火
花
引
い
い
ん
回
以
守
照

（
4

分
間
副
分
間
一
段
）

・
勤
続
緑
花
章

育
問
武
久
（
2
分
間
同
員
）、
岩
谷

一
樹
、
水
島
和
正

（以
上
6
分
間

肌
長
）

・
勤
続
銀
市
北
山
山
（
l

分
団
肌
長
）
、
大
村
隆

一
（

4
分
間

団
員
）
、
松
下
宏
一
（
5
分
凶
団
員
）
、

佐
田
之
夫
、
田
中
今
朝
明
（
以
上

6
分
団
団
員
）

・
優
良
機
関
員
章

（
赤
色
）
高
木
英
一
二
（

5
分
団
肝

的
リ

－

u

…
耐

の
大
会
等
成
品門

p
d

－
 

J

…
第

M
回
朝
日
町
ピ
ー
チ
パ
レ

1
ポ

，

．
 

長

…
l
ル
大
会
（
%
1
m総
合
体
育
館
）

町

一
－
A
ク
ラ
ス

1
位

山

崎

B
V
C

2
位
平
柳
ア
ル
フ
ァ

・
B
ク
ラ
ス

1
位

桜

町

2
位

山

崎

B
V
C

－
C
ク
ラ
ス

1
位

栄

町

2
位
平
柳
ア
ル
フ
ァ

一頃
国
大
会
等
成
綜
一

一
第
日
回
全
国
高
等
学
枝
柔
道
選
手

一
権
大
会
（
3
月
初

H
点
京
武
道
館
）

…
日
旬
以
下
級
2
位
鹿
能
…
幹
チ
（
殿
町
）

ぬ
J

ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

／．、

予
戦
の
お
し
ら
せ

郡
民
体
育
大
会
ピ

l
チ
バ
レ
ー

一
ポ
ー
ル
競
技
朝
日
町
予
選
会

一
O
則
H

6

H

3
日
ω
1
7
H
ω

t 
_j . . ・~ l 

~ ... 

〕・--1－・II・
。，・・

－
あ
し
ら
せ
ス
ポ
ー
ツ
＠

行
政
相
談
費
一
員
に
加
藤
八
郎
さ
ん

火
曜
日
の
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま

で
、
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
相
談
先

行
政
相

談
委
員
加
藤
八
郎

（
朝
日
町
泊

訓
告

m
U
1
2
0
6
3
）
ま
た
は
富

山
行
政
監
察
事
務
所
（
出
山
市
中

れ
刷
新
町
日
の

7
E
0
7
6
4
1
出

1
1
1
0
0
）
へ
。

な
お
、
平
成
2
年
伎
の
相
談
件

数
幻
件

（前
年
度
比
7
減
）
の
内

訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
藤
八
郎
さ
ん
が
、
平
成

3
年

4
月
1
日
付
け
で
総
務
庁
長
宵
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
再
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
関

す
る
苦
情
や
立
見

・
要
望
等
を
受

け
付
け
、
そ
の
解
決
の
促
進
を
阿

る
、
い
わ
ば
皆
さ
ん
と
行
政
を
結

ぶ
パ
イ
プ
役
に
当
た
り
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
路
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

定
例
相
談
日

毎
月
第
1
、
第
3

O
会
場
町
民
総
人
H

体
行
館

0
時

間

午

後

7
時

ω分
i

O
申
込
締
切

5
H
U
白
川

O
競

技

区

分

男

女
l
部

2
部

A
ク
ラ
ス

・
B
ク
ラ
ス

・
C
ク

ラ
ス

・
D
ク
ラ
ス

問
い
ム
円
わ
せ

・
申
し
込
み
は
、

教
育
委
員
会
又
は
総
介
体
育
館
へ
。

4
φ
婦
人
コ
ル
フ
教
室

5
H
M
日
か
ら
毎
週
火

・
金
と

6
回
に
わ
た
り
婦
人
ゴ
ル
フ
教
室

を
、
小
川
以
内
木
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

定

日

以

お

名

参
加
料

3
、
0
0
0円
（申
込
時
）

対

象

初

心

者

・
初
級
折

申
し
込
み

5
月

1
日
か
ら
教
育

委
民
会

・
体
育
館
で
交
け
つ
け
£

す
。

柳
沢
・
青
木
の
朝
日
町
チ
l
ム

ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
恥
1
に

3
月
加
日
、
富
山
県
農
業
機
械

研
修
所
で
聞
か
れ
た
高
山
県
農
業

機
械
上
ト
ラ
ク
タ
ー
遜
転
技
能
競

技
大
会
で
、
柳
沢
伸

一
さ
ん
（
柳

凶）
、
古
木
的
浩
さ
ん

（術
水
）
の

朝
日
町
チ
ー
ム
が
比
い
や
雌
勝
を
呆

た
し
ま
し
た
。

8 

そ

の

他

朝日 •1i!i下i133

長 行

－－ や主ひ；. i血I~ -

5 

4発

朝日町

広
報
あ
さ
ひ

5
川
サ
と
一
祁
に
、

皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
届
け
し
ま
し

た
。
町
政
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら

感
じ
て
い
る
こ
と
を
通
信
同
紙
に

記
入
し
、
二
つ
に
折
っ
て
ノ
リ
付

け
し
た
後
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
c

切
手
を
は
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

町
を
良
く
し
、
町
を
育
て
て
い

く
の
は
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
芯
日ん

で
す
。
あ
な
た
の
お
便
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

長
）

・
保
全
整
備
擾
究
単
向

分
団
2
号
車

・
家
族
に
対
す
る

一

感
謝
状
水
品
マ
ル
子
（
元
6
分

…

団
水
島
和
之
分
団
長
の
家
族
）

…

・
永
年
勤
続
退
職
者
感
謝
状
佐

…

渡
与
志
雄
（
元
消
防
本
部
司
令
）
、

…

堀
一
則
夫
（
元
2
分
団
部
長
）、
西

…

国
鉄
夫
（
元
3
分
団
分
団
長
）
、
山

…

手
克
臣
（
厄
3
分
団
部
長
）
、
浜
力

側

男
（
氾
4
分
阿
部
長
）
、
寺
削
利
夫

（
 ．
． ん

5
分
間
班
長
）

一
消
防
団
幹
部
異
動

一
…

新
任

（
4
月

i
日
付
け
）

ご

伊

藤

勇

（

2
分
同
分
同
長
）

一
一

必
凹
紘
二
2
分
団
副
分
凶
長
）

一
一

吉
江
守
配
…
（
4
分
間
分
間
長
）

一
一

越
津
久
行
（

4
分
団
副
分
団
長
）

一

退
団

（
3
月
別
日
付
け
）

一

山
岡
問
佐
（
2
分
団
分
団
長
）

一

清
水
規
明
（
2
分
間
副
分
団
長
）

一一

米

国

各

（

4
分
団
分
団
長
）

一

年農社
会
一禍
祉

環
境
衛
生

5 

道
路
河
川

7 

血尿と腸脱炎について

手ヰ~手業所や：学校で尿検査を

健康診断時に行っています。

この検査て＼目で見てもホく

ないのに尿にJ(JJ.が混じってい

るといわれることがあります。

これが尿潜l(ILです。

血尿をきたす疾息は年齢に

もよりますが， 40識を過ぎれ

ば腎臓や尿管，勝脱に悪性服

蕩がないかを検査する必要が

あります。そのほかには，血

尿をきたす疾忠として頻度的

に多いものとして炎症，結石

などがあります。また勝脱炎

をよく繰り返す忠者さんがお

られますが，45成を過ぎた万

の繰り返す！既！此炎症状の原因

として，なんらかの基礎疾患

が多いようです。

これらの，恭礎疾忠として

は一般的に．糖尿病による排

尿障害，尿路結核，尿路結石，

長IDJの抗出場斉lj内服による排

尿障害，大腸を切除した手術

の後遺症，男性であれば前立

腺肥大症．前立腺焔，前立腺

炎，勝脱~4 . 女性であれば勝

脱癌．チ店摘111手術後に生じ

る後遺症として見られること

があります。

いずれにせよ，これらの疾

患は頻度的には多くはないの

ですが， 「まさか，私は大丈

夫だろう」と紫人判断せず，

泌尿器判長訟をおすすめしま

す。これらの検伐は．ほとん

どが半日の検：i主ですみます。

－
平
成

3
年
5
月
号

＠

口所口所・…広い筏野、高い見地• H葉末節にとらわilない大均的i:..・ 1工場のことs(Ill 

金

(ll 口口三文…日tUi時代の初期に光られていた金問l草履の値段に由来する言葉とされている。数量に付して値段のきわめて安いことをいう。

署長務



。朝日町社会福祉協議会は，

皆8んと共に地主主の福祉向

ょを目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

fi83-0576 

A
V
 ，L、

給
与

’w
d列

－a
F
 

明
る
く
住
み
よ
い
福
祉
の

ま
ち
＊つ
く
り
を
め
ざ
し
て

｜｜－平成3年度町社協予算

朝日町社会制祉協議会の十にあたっては、皆さんのご忍

成3年度事業計幽および子弥見やご安宅を採り入れながら、

が決まりました。明るく住みよいまちづくりの

予算額は一般会計16、97ための悩祉活動を進めていく

1、000問、特別会計16、ことにしています。

850、000円の合計33、なお、各会計別の予算総額

821、000円。事業の実施は次の表のとおりですc

4エ』ミ ＝十 1壬． うT '1,:_ff＇.／文子 ~Hfi 

町立 正3ιλ 16. 90有
部，G：銀行特別会計 8.42:5 

特
共同募金会制 HH汀J乙会

日IJ 中寺 号IJ ~、; 4, :592 

~ 「P1刈；卜字朝日町分区
4,035 

3十 f年 ちlj 会

16.850 

メl益a、 33.821 

賛
助
会
員
加
入
状
況

舟
川
保
久
、
勝
原
時
夫
、
勝
敗

理
、
田
村
忠
、
東
降
、
山
本
俊
一
、

わ
原
進
、
宗
国
成
二
、
谷
回
尚
道
、

収
束
賢
治
、
大
村
字
之
、
償
山
一

義
、
横
山
三
μ
伴
、
向
端
正
三
、
大

村
正

η、
山
一
川
端
的

f
、
九
附
必
、

京
附
良
雄
、
休
践
と
く
、
太
平
忠
、

大
村
脱
位
、
大
谷
友
上
川
、
山
崎
行

鋭
、
梅
沢
進
、
場
品
よ
さ
、
川
均
－
M

力
太
郎
、
井
上
武
知
H

、
桝
井
哲
男
、

殿
村
秀
治
、
一
キ
柳
附
…
夫
、
大
判
侃

叶、

ι出
…
沖
授
、
大
村
郎
夫
、
大
川
ド

政
次
、
小
作
孔
作
、
良
光
点
、
水

市
末
土
川、

一ぃμ
井
ぷ
二
、
似
仙叫，内問、

笹
川
光
．
、
村
上
義
則
、
大
谷
時

次
、
’
対
崎
忠
雄
、
舟
橋
よ
し
の
、

居
波
久
康
、
居
波
幸
子
、
右
井
潔
、

右
井
よ
し
い
、
右
井
豊
彦
、
水
島

附

生
活
資
金
を

制

お
貸
し
し
ま
す

低
所
付
附
仰
や
身
体
附
持
者

・

利
神
的
判
者
世
借
に
対
し
、
低
利

で
生
的
資
令
一
を
お
貸
し
す
る
制
度

が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

生
活
糾
祉
資
金
の
「
生
活
資
金
」

は
、
低
刈
川村
世
情
な
ど
を
対
象
に
、

就
航
帆
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、

技
能
を
自
得
し
て
い
る
期
間
や
病

気
な
ど
の
療
養
期
間
中
に
必
要
な

生
活
費
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

し
い
こ
と
は
魚
津
税
務
署
総
務
課

（
E
M
l
l
3
7
0
内
線
ロ
）
へ

聞
い
A
H
わ
せ
を
。

－
自

衛

官
（加持活ん）

－
十
成

3
年
岐
部
l
次
山
術
山
口
拡

集
が
行
わ
れ
ま
す
。

募
集
人
員

V
男
下

2
等
隙
十
．

：－

m名、
2
等
海
上
・
：
4
名

、

2

等
空
士
：・
l
名

V
女
チ

2
等

挫

・
小川

・
允エトト
；
各
若
干
名

こ
の
資
令
の
貸
し
付
け
限
度
制

は
、
片
々

5
8
、
0
0
0
円
以
内
て

年
利
は

3
%と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地

区
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
社
会

柄
祉
協
議
会
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

役
場
（代
表
）

教
育
委
員
会

募
集
期
間

V
男
r

T

6
月
初
日

ま
で

V
女
子

5
月
訂
日
ま
で

応
募
資
格

臼
本
間
籍
を
有
す
る

日
必
以
ヒ
訂
作
成
米
満
の
人
。

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
品
（

宮

内
線

2
0
6
）
ま
た
は
，H
削
除
白川
…

川
必
出
恒
務
所
（

2
M
I
l
o
3

6
）
へ

ず〆求人情綿一覧表』bご判用下さい （織工昭光怨力つ〆？ーに展示）
「．〈わしいことは．魚沼公共事量襲安定所制白骨:ii~82-0198へ釘問い合わせ〈ださい

－
婦
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

育
成
講
座
受
講
生

郷
土
史
講
座
・
内
存
郷
上
の
附

史
を
知
る
・
品
川
竹
内
俊
．
氏

｛
州
川
町
文
化
川
裕
司
峨
会
会
民
｝

民
俗
文
化
財
講
座
・

内
伴
氏
け
パ
と

そ
の
住
所
を
知
る
σ

・4
抑
制
涼
則

元
三
氏
（
富
山
民
俗
の
会
会
長
）

家
庭
看
護
講
座
・

内

容

基

礎

家

庭
f

町

議

会

般

・

講

師

茶

山

好

美
｛
氏

｛日
本
亦
ト
ウ
l
uれ
ん
川
山
主

巾
し
込
み
は

5
川
幻
け
ま
で
に

教
行
委
い
ハ
会

へ

－
国

税

専

門

官

受
験
資
格

附

和
初
年
4
月

2
u

か
ら
附
利
何
年
4
川

i
け
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。

受
け
付

け

期

間

・

郵
送

5
月

1
日
か
ら
5
月
初
日
ま
て

・
持

参

5
月
日
日
か
ら
5
月
初
日
ま
で

受
験
子
続
き
、
試
験
日
な
ど
詳

平成3年 5月分

l二二ヌら しの情報室

ホット求人情報

－
中
国
語
講
座
受
講
生

コ

ス

初
級
コ
ー
ス

5
H
H
H
か
ら

M
H
3
回

午
後
7
叫
か
ら

z
n
z
T
1
1
r
s

、．、h

’’

H
吻「即日川川，

m
A三

km

小
し
込
み

・
川
い
ん
H

わ
せ
は
州

日
時

V
M
存
、
河
村
浄
芳
、
河
村
川
川
伸
、

大
国
勢
・
語
、
大
山
和
「
、
前
川
止

三
郎
、
前
川
町
伸
子
、
大
村
や
縦
、

大
村
官
札
口
古
、
大
村
一男
、
湖
町
北
、

川
久
保
二
男
、
大
付
年
弘
、
館
政

治
、
貝
沼
雪
子
、
中
島
栄
y
T
、
中

品
仙
的
、
中
島
靖
夫
、
長
井
昭
三
、

長
井
悦
チ
、
長
井
品
、
長
井
開
r
寸、

水
品
末
男
、
と
く
名
、
と
く
名
、

以
上
向
名
の

m
U
（
3
川
引

u

収
ト
牝
）

な
お
、
平
成
2
年
伎
は
例
人
お

よ
び
合
業
会
」
介
わ
せ
別
会
以
、
蹴

日

（
蹴
千
円
）
の
加
入
巾
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
る

平
成
3
年
度
も
引
き
続
き
会
員

の
比
内
線
方
の
賢
助
と
、
未
加
入
の

万
々

の
新
会
員
加
入
に
ご
鹿
嶋
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（お
詫
び
と
訂
正
）

先
月
号
に
掲
載
し
た
賛
助
金
員

8
m
1
1
1
0
0
 

8
m
u
l
－

－

0
4
 

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
が
の
磯
苑
に

車
イ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

こ
の
ほ
ど
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」

（代
表

・
竹
林
点
栄
さ
ん
）
の
持

さ
ん
か
ら
、
h

制
機
先
に
入
所
し
て

い
る
お
年
市
り
に
利
川
し
て
も
ら

お
う
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
市

イ
ス
l
ム
け
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
〈

しで賢 JI:・氏
まし ifiヒ名
すた氏サの
。。 、 （－ う

お長氏ち
純 j：ド・は
びヒ、長

しサそ汁
て f-tL 'U 
~J 氏ぞ if!
』ビの jL氏
い ~7\ l三
た 1) iや 長

あ
り
が

ピ
う

あ
た
た

・
か
い
士
山ぽ

＠

朝
日
町
善
意
銀
行

（

3
月
H
日
1
4
月
間
日
｝

り
山
崎

水

野

利

一
さ
ん
か
ら
亡

川
町
ア
エ
さ
ん
が
性
的
お
吐
話
に

な

っ
た
お
札
と
し
て

1
0
0
、
0
0
0
刊

（毎月18ポランティ戸の日）

5月は29日制です
5月の「ボランティアの日」

l;t' 5月29目。この自は午前

9 時30~トから正午ま で， 有磯

苑でシーツ交換や食事介助の

寮母体験を行います。

tヲ気軽に町社協へお申し込

みを．（個人．グループ可）

町
民
総
合
体
育
館

E
m
1
1
8
3
8
 

；国 民 年 金 に は 保 険 料 の ；
{ 免除制度があります j
！ 保険宇陀納めたくても．失業’I • とか収入が j
； 少なくて納められないときにはf:f:~食料の免除 』

i を受けることのできる的1)1支があります。

! 免除希明者は，納f‘J·,•:=t f:I J鍛を持参のう え

1 'r~iJ,)fj：民球住民年令係へおこしください。

にと：~~…一一一…一一切 II(I・ .. I I 刊〈ル17~リ

日
町
H
中
友
川
町
協
会

（
宮
例区
1
0
7
4
8
）
んたへ

水

オく

4
H

お
座
敷
列
車

「
朝
日
町
民
号」

日
時

5
川
幻
日

ω
l
u
u州

旅
行
先

大
市
川
以

・
羽
川
…
山

’r
d
A

e

．－1
1
g
r
，、，，

－
H
I
M－れ
1
1
1
4

問
い
合
わ
せ

泊
駅
、
役
場
商
工

観
光
課
、
朝
臼
町
中
央
農
協
本
所

・
各
支
所
、
大
家
住
農
協

カ
朝
日
岳
山
聞
き
登
山
会

期
日

ti 
JJ 

1J、22

・"f: II 
1.1:. (!:) 

以か
23 

11 
(II) 

聖u里
求人職種 年齢 賃 金 4主 就業場所 採用 資免 格経験

事番号 ~IJ 休 日 人数 E干 毒事

紡品管質E盟事務
18才～ 127,000 女

朝日目T平柳
3 声高校卒以上22才 土日年104日

2 ウエイト 25才～ 100,000-
女

朝日田T境
3 不問レス 45才 150,000 週 l

3 者！I 婦
21才～ 153,000-

女
朝日町道下

2 看護免釣40才 170,000 週休2自制

4 組立工 18才～ 115,080-
女

朝日町大家庄
7 不問50才 123,000 日ft!!J'l2回

5 機械工鋪佐
18才～ 100,000-

女
朝日町草野

2 不問50才 130,000 年間83日

6 大型運転手 23才ー 200,000- 朝日町泊
大製免許50才 220,000 男自第4土曜

2 

7 製造工 18才～ 143,050～ 男朝日町大家庄
3 高校卒40才 187,050 日第I,2, 3土鑓

8 コース造成 30才～ 1503000- 男朝日目H貧尾 土木10年以上．
管理 45才 00,000 4遡 5休 土木施工管理筏飾

9 告量級組立エ
18才ー 120,000- ~朝日町尊重子

3 不問55才 250,000 年間83日

10 製缶エ 18才～ 120,000～ 
男

朝日町草野
2 不問55才 250,000 年間83日

参
加
資
格

瓦
リ
一
就
臓
や
退
職
に
よ
る
健

コ
叶
一
康
保
険
の
変
更
手
続
き

「
ド
」
は
お
す
み
で
す
か

一
バ一

』
一

ロ
μ一
地
出
似
険
説
が
変
わ

っ

一似

W
た
と
き
は
、
次
の
も
の
を

王

座

も
っ
て
ハ
民
法
制
行

へ
お

日
河
川
」
い
で
く
だ
さ
い
。

①
就
職
に
よ
り
阿
川
怖
か
ら
社
会
保

険
等
へ
変
わ
っ
た
と
き
、
国
保
と

職
場
の
向
卜
刀
の
保
険
証
と
印
か
ん

②
退
職
し
て
凶
似
へ
は
い
る
と
き

山
間
め
て
い
た
と
き
の
似
険
沿
｛

返
し
た
と
き
は
職
場
の
雌
脱
付
川

代日
）
と
川
似
加
入
甘
い
慌
で
あ
れ
ば

凶
保
保
険
証
と
印
か
ん

・
厚仲ド
じ年

金
や
共
済
年
金
の
長
給
荷
は
年
金

証
書
も
必
要
で
す
ぬ

③
左
人
保
健
医
術
館
や
福
祉
医
療
の

ぷ
当
行
で
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き
、

主
人
似
位
以
し
山
焦
点
刊
行
や
’
身
体
的

刀
打
．
吋
，
f
．
礼
山
下
の
川
悦
医

療
該
当
者
は
、
変
わ

勺
た
析
し
い

保
険
証
と
印
か
ん

〈
こ
れ
ら
の
届
出
が
迫
れ
る
と
、

保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
た

リ
資
栴
の
な
い
保
険
証
を
使
う

と
．
欣
療
行
、
を
返
し
て

い
た
だ
く
』
｝

と
に
も
な
リ
ま
す
の
で
、

ハ
十
め
に

千
就
き
を
〉

－
平
成
3
年
5
月
号

＠

本当のうまいものを深し求めるよと3美味DD・－－－－－美味に閑 L て~埋をボめるというニ E(!(! 不口不口・…・どんな剥惇に II＼あ ・， て~ . 決してく仁けないことをいう05l 



－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
⑪

会
費

一
般

8
、
5
0
0
円

小
学

生

6
、
0
0
0
同

定
員

別
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

申
し
込
み
先

朝
日
町
観
光
協
会

（役
場
商
工
観
光
課
内
）

申
し
込
み
期
限

6
月
日
目
的

な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

朝
日
町
観
光
協
会
（
役
場
商
工
観

光
謀
宮
内
線
1
1
8
）
へ
。

開
催
し
ま
す
。

日
時

5
月
2
日
附
午
前
叩
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で

場
所

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

相
談
事
項

金
銭
や
土
地

・
建
物

な
ど
の
貸
借
の
紛
争
、

土
地
や
境

界
に
関
す
る
紛
争
、
交
通
事
故
の

損
害
賠
償
に
関
す
る
紛
争
な
ど
。

会
無
料
法
律
相
談
会

地）の基礎となる基準地等の

価格は次の表のとおりです。

なお、位置図をご覧になり

たい方は、役場税務課へおい

でください。

）~ l干Jtl!等の所在地 1温絡円／nr

朝日町i(J 干上金＇~f 県道山崎 I白線沿い 53,700 

’i T柳守：弧角地 IBT;fl~！下停卓場線沿い 15,900 

II 道下字側ャ領絞j寿町日Tl付 7 ,400 

II 俗｜町二ト統的県道朝日宇奈月線沿い 6.500 

II 冶..奇'.:j-：角地県道入善朝日線沿い 4,700 

II 金山県if!:大家庄上飯野線沿い 2.400 

II i泳塚県！道朝日宇奈月線沿い 2,400 

II 南保保！道Lllf!!.ii白紙！沿い 2.000 

II ~柳宇久保日東紡絞（徐 ） 8,000 

町の工事発注状況 Fヌ
<3月1日～3月31日〉

工 I)¥. 名 場所 光成 請負
~ 者 ill.当課

予定 金額

l'it-単土地改良悠{itt/Ji業 Jill Lii 3月
flj 小川建設 農林

注目I地区道路舗装工必 4、326,000工業株式会社 水店主総

l県単土地改良緩f.itilM駐 下山新 3月 2.935,500 小川建設式 農林
下山新地l延焼i益舗装工事 工業株会社 水産諜

町交通道安尊全重f総大家訟笠l主f紙砲l他事業4路線区幽紙l設計ユニ4'.大家r;t3月 1. 205, 100 時制陽光興産 建設課

簡易水道改良｛事呆業附 街｛泉 3月 2,204‘200 妹式会:t-t 控訴課
F簡 易水道配水管布訟符二i二司王 遊間工業所

オープン

"'" ~桑稲僚
主討替惨

いよいよ

〈開館記念特別企画〉

5/27～6/26 

15月27日｜

ふーる

利
子
の
ぬ
%
を
寄
付
し
て
も
ら
い
、

民
間
海
外
援
助
団
体
（

N
G
O）

を
通
し
て
発
展
途
上
国
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。
皆
さ

ん
の
普
意
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
郵
便
局
、

一
平
成

3
年
度
前
期

一

一
危
険
物
取
扱
者
試
験

一

種
別

丙
種
危
険
物
取
扱
者
・
乙

種
第
4
類
危
険
物
取
扱
者

・
甲
種

危
険
物
取
扱
者

試
験
日

6
月
日
日
間

試
験
会
場

魚
津
工
業
高
校

・
富

山
工
業
高
校

・
高
岡
工
業
高
校

受
け
付
け
期
間

5
月
刊
日

ωか

ら
却
日
開
ま
で

詳
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
消

防
署
（

E
m
uH
0
0
0
9
）
へ
。

一山
菜
取
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

一

一山
ヘ
出
か
け
る
皆
さ
ん
ヘ

一

。
山
菜
取
り
は
、
単
独
行
動
を
避

け
、
あ
ら
か
じ
め
天
気
予
報
を
調

べ
た
う
え
で
、
家
族
に
行
先
を
連

絡
す
る
と
と
も
に
非
常
食
や
防
寒

具
を
携
行
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

O
鵬
首
察
で
は
ヤ
マ
タ
ン
（
山
台
遭

難
探
索
シ
ス
テ
ム
）
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
入
善

警
察
署
（
宮
η
1
1
1
1
0
）へ
。

愛
の
献
血

協
力
者
名
（

3
月
実
施
分
、
会
印

は
側
叫

、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は

m
M献
血
者
）

境
地
区
内H
水
島
孝
介
、A
N
水
島
端
、

水
島
欣
也
、
水
島
め
ぐ
み
、
水
島

久
美
子

宮
崎
地
区
食
水
島
清
信
、

※
水
島
光
久
、
光
、
王
ゆ
か
り
、
金

子
恵
、
水
島
修
二
、
大
平
千
保
美

笹
川
地
区
食
堀
内
英
顕

泊
地
区

会
舟
川
一
俊
、
食
大
西
昌
平
、
会

平
柳
尚
、
ム
M

舘
美
智
代
、
人
以
川
瀬

弘
二
、
会
内
山
正
、
食
間
部
敏
博
、

会
水
島
茂
伸
、

A
H
舟
見
香
織
、
会

岩
田
博
和
、
※
石
原
諭
、
※
北
山

充
、
※
大
村
浩
一

、※
松
原
隆
明
、

米
沢
幸
一二
、
大
村
誠
、島
端
清
志
、

谷
口
直
行
、
森
野
恵
子
、
藤
沢
美

咲
子
、
酒
井
靖
之
、
浬
回
線
子
、

江
湖
信
浩
、
谷
口
い
ず
み
、

居
波

宏
作
、
水
島
俊
夫
、
大
村
守
、
金

井
京
子
、
米
丘
光
子
、
鍋
島
千
佳

子
、
下
津
修
、
寺
田
敦
子
、
嶋
田

勝
彦
、
野
崎
久
司
、
川
上
陸
一
、

殿
村
淳
哉
、
石
亮
一

五
箇
圧
地

障
害
を
持
つ
人
に
「
背
い
烏
郵
便

業
書
」
を
無
料
（
一
人
初
枚
）
で

お
渡
し
し
ま
す
。
希
望
者
は

5
月

訂
日
ま
で
郵
便
局
へ
申
し
込
み
券
、

寸
｜

郵
便
局
か
ら

｜
」

一
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一

一

貯
金
に
ご
協
力
を

一

「国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
貯
金
」

は
、
郵
便
局
の
通
常
貯
金
に
つ
く

区会佐渡勲、大音本音生、会

谷口直登、会寺田恭子、会稲

荷一充、会長井智、合寺田博

昭、会清野良一、西田勲、西

国尚史、佐渡晴美、水下慎司、

稲荷敏子、浜啓子南保地区

公小林古一、食小林裕昭、占H

江湖千春、会川合純次、※松

原孝浩、南部利夫、坂藤成明、

土井留美、青木まゆみ山崎

地区会鹿熊忠司、会渡辺使、

山本美代志、長津浩美、愛場

悦子、山本晃、松島保浩、水

野雅栄大家庄地区会東英徳、

交水野誠、※小川滝子、坂口

啓治、藤井弘子、清水規明、

大井洋子、坂口雅菩（以上

∞∞名）

ご協力ありがとうございました

生活1必需昂価格k
4月 分（毎月間現在調恋）

M恥.;ii:;咽民，

単位 ：肉

目回LI 名
平 l~J ｛面 裕

4月 前月比 前年同月比

tf ゾ ン
4」 （谷村ピle l 

134 2 ＋ 5 

れ11
士l r山

製 （自己J主18e) 
J ,051 - 21 + 162 

S’1'1 』

p えf ス
( 5 m’） 

3.149 。+ 449 

f；併用 洗 浄l
255 

LI ( 1rtti光資1]600m£)
。 。

IH 
ティシ ェ ペ ー ハー

154 - ~ 「~ 4( 400f'..c~孔箱入＇） ) 

トイレ ・ソ トペーパー ・-
gし111 283 。

（ ~lt:剥tロール 4 i回t且）
+ 27 

食 r、， 、d” 防7( ,,,r·iWJ~. 6校入1))
- 10 

’7 fl ／ 
~ 時J

加l (450g l総）
324 - 14 + 25 

よ
しょう j由

551 + 14 + 59 
l 1 .s eべγ トボトル入り ）

ft 
サラダ泌

352 。
（ホ1）：俗昔話700g入リ ）

十 34

,'fl, と ? ..、
92 

（むめん lf) 
。+ 11 

手L
(I tパ.， J入リ） 238 一 3 ＋ 7 

肉
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あ
な
た
の

本
箱

新
し
い
本

（
一
般
書
）

あ
や
し
い
探
験
隊
ア
フ
リ
カ
乱
入

機

名

誠

昭
和
天

阜

の

妹

君

河

川
郎
敏
明

昭

和

天

皇

独

自

録

寺

崎

英

成

街
角
小
走

り

日

記

群

ょ

う

こ

ブ

サ

マ

カ

シ

徳

永

瑞

子

ア
メ
リ
カ
ン

・
ス
タ
イ
ル

ボ
ブ

・
グ
リ
ー
ン

生
き
上
手
死
に
上
手
遠
藤
周
作

風

の

と

お

る

道

丹

上

ふ

み

刻

の

し

ず

く

桐

島

洋

ず

君
の
名
は
（
ド
ラ
マ

・
ガ
イ
ド

）

日
本
放
送
出
版
協
会

服

が

好

き

久

米

麗

子

恋

愛

論

柴

門

ふ

み

笑
わ
れ
る
理
由
志
川
あ
の
緋

私
を
抱
い
て
そ
し
て
キ
ス
し
て
（大

宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
受

賞

作

）

家

田

荘

子

と
や
ま
の
山
菜

・
き
の
こ

北
日
本
新
聞
社

（
小
説
）

北
の
王
国

上

下

諸

葛

孔

明

上

下

神
無
月
の
女

秘
剣
や
ま
せ
み

散

華

上

下

浅
見
光
彦
殺
人
事
件

重
門
冬
二

陳

舜

臣

津
田
ふ
じ
子

伊
藤
桂

一

杉
本
苑
子

内
国
康
夫

本
の
紹
介

「
べ
ト
ち
ゃ
ん
ド
ク
ち
ゃ
ん

か
ら
の
手
紙
」

井
口
文
秀
・
画

松
谷
み
よ
子
・文

「
せ
ん
そ
う
は
、
け

っ

し

て

し

な
い
っ
て
や
く
そ
く
し
て
：－
U

朝
日
町
出
身
の
絵
本
画
家
井
口

文
秀
さ
ん
が
、
児
童
文
学
作
家
の

松
谷
み
よ
子
さ
ん
と
共
に
ベ
ト
ナ

ム
を
取
材
。
ベ
ト
ナ
ム
の
男
の
子

「
ベ
ト
ち
ゃ
ん
ド
ク
ち
ゃ
ん
」
を

描
い
た
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。

－
平
成
3
年
5
月
号
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ふるさとは
いつもあたたかい

肢
の
花
が
咲
く
時
期
に
ふ
る
さ

一
と
朝
日
町
へ
行
こ
う
と
、
「東
京
判

明

日
会
」
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
「
ふ
る

倒

さ
と
へ
行
く
ま
い
会
」
を
結
成
、

か

二
泊
三
日
の
制
収
で
朝
日
町
を
訪

－
J
 

憧

れ
ま
し
た
。

i
b
 

保

一
行
二
十
二
人
は
、
あ
さ
ひ
桜

一旬

、まつ
り
か
闘
か
れ
た
四
月
卜
四
日

社

に
米
問
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

る

に
花
の
宴
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
ヒ

ヲ、J
V

J

ス
イ
小
山
岸
や
不
動
堂
遺
跡
な
ど
も
比

学
。
懐
か
し
く
も
出
か
い

f
ふ
る

さ
と
削
日
砂
に
地
か
れ
ま
し
た

J

ドに酔いしれて

例
日
町
の
い
砕
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
、

「
あ
さ
ひ
桜
ま
つ
り
」
が
今
年
も

凶
月
十
四
円
、
教
育
文
化
会
館
を

会
場
に
川
附
さ
れ
ま
し
た
。

－
あ
い
に
く
の
耐
に
た
た
ら
れ
、

一
今
年
も
主
内
で
の
ま
つ
り
と
な
リ

に

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
造
花
の
桜

猷

や
ボ
ン
ボ
リ
な
ど
が
飾
ら
れ
た
会

り

場
は
、
お
花
見
ム

l
ド
制
点
。

わ

特
設
舞
台
で
は
「
平
柳
神
楽

桜

全
」
の
に
ぎ
や
か
な
縦
チ
持
い
を

一色

皮
切
リ
に
、
治
去
以
の
皆
さ
ん
が

あ

あ
で
や
か
む
手
刷
リ
を
次
々
と
蚊

一

露
。

こ
の
日
に
ム
い
わ
せ
て
来
町
さ

－
れ
た
「
東
点
初
日
会
」
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
約
．
九

μ
人
の
人
が
に

ぎ
や
か
に
花
の
・
互
に
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

花のムー

主 J ＇／＿ 留

一一 岩手県釜石市から中学生らが来町 一一

友好親善都市からこんにちは

朝
日
町
の
友
好
親
善
都
市
、
岩

手
県
議
石
市
の
中
学
生
の
皆
さ
ん

ら
十
四
人
が
三
月
二
十
二
日
、
朝

日
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

両
市
町
は
昭
和
五
十
九
年
七
月

に
友
好
親
善
都
市
の
締
結
を
し
て

以
来
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
お
互
い
に
交
流
を
一凶
っ
て

き
ま
し
た
が
、
中
学
生
の
来
町
は

初
め
て
の
こ
と
。

今
回
、
朝
日
町
を
訪
れ
た
の
は

市
内
九
つ
の
中
学
校
の
代
表
九
人

と
、
教
育
長
を
は
じ
め
と
す
る
市

職
員
五
人
の
合
わ
せ
て
十
凶
人
。

皆
さ
ん
は
町
内
の
家
庭
で
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
含
め
、二
泊
三
日
の

日
程
で
町
に
市
在
。
暁
関
所
や
城

山
な
ど
を
見
学
し
た
ほ
か
、
パ
タ

パ
タ
茶
や
ヒ
ス
イ
探
し
、
笹
川
焼

き
な
ど
も
体
験
。
町
内
科
地
で
友

貯
の
き
ず
な
を
傑
め
ま
し
た
。

崎

町

野

町

区

区

町

野

川

谷

立

新

浦
白
人

2

2

h

J

一ニ

L

柳

柳

重

u

－
一
日
中
東
栄
平
平
以
何
十
亦
吸
不
1
l

’
’
機

九
小
治
イ
実

紀

か

チ

締

An
利

桃

解
除

ど

紗

恥酢

拓
綾
康
前
土
内
一
美
ま
美
州
大
悠
械

か
ぺ
男
女
男
女
男
女
女
女
m
力
男
女
女

d
u
長

長

2
u次
長

長

長

長

長

以

U
K
2

g
彦
行
彦
高
一
時
禿

一
勝
一
？
芸
大

AS
和

忠

敏

義

雄

良

克

宗

康

が

島

弁

悶

山

野

田

茂

分

井

口

井

崎

A

也

管
制
山
…
寺
償
却
油
ギ
南
追
金
谷

水

士
円

育
て
の
親
に
表
彰
状

｜
｜

舟
川
新
桜
並
木
保
存
会
に
功
労
表
彰

｜
｜

四
月
六

H
、
東
京
で
開
か
れ
た
ヨ
シ
ノ
二
百
本
が
立
ち
並
ぶ
舟
川

第
二
十
六
回
さ
く
ら
終
り
中
央
大
の
桜
並
木
は
、
今
や
町
内
外
に
知

会
の
席
上
で
、
舟
川
新
版
並
木
保
ら
れ
る
桜
の
名
所
。

存
会
（
白
井
博
会
長
）
が
、
制
日
今
回
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た

本
さ
く
ら
の
会
か
ら
粧
の
功
労
者
り
桜
並
木
の
保
護
育
成
に
努
め
て

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

き
た
同
会
の
奉
仕
活
動
が
認
め
ら

樹
齢
三
十
年
を
超
え
る
ソ
メ
イ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
の
宝
を
守
れ

｜
清
水
寺
で
防
火
訓
練
｜

武
重
な
丈
化
財
を
火
災
か
ら
守

ろ
う
と
、
一一一月
二
十
六
日
、
南
保

の
清
水
寺
で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

リザ

O
L
0
・

山
川
水
寺
に
は
、
川
町
指
定
の
毘
沙

A
て，
A

せ
人

L
ゆ
か
’
A

舟
人

門
天
立
像
と
町
指
定
の
千
手
観
音

坐
像
の
二
つ
の
有
形
文
化
財
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
H
の
訓
純
は
同

寺
の
台
所
か
ら
山
火
、
本
立
に
延

焼
中
と
い
う
想
定
で
ス
タ
ー
ト
。

地
元
の
人
た
ち
ゃ
消
防
団
員
ら

約
問
十
人
が
、
本
県
愉
さ
な
が
ら
に

消
火
・搬
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
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t

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

も
て
な
し
の
必
を
勉
強

ー
観
光
従
事
者
研
修
会
｜

聞
を
訪
れ
る
観
光
存
の
皆
さ
ん

の
も
て
な
し
ん
を
学
ぶ

「観
光
従

事
者
研
修
会
」
が
三
月
十
九
日
、

悩
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
に
は
、

J

R山
駅

や
N
T
T
、
町
内
の
川
氏
術
、
総
館
、

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
に
勤
め
る
方

々
約
三
十
人
が
参
加
c

県
観
光
連

山ぃ山
申
務
局
長
の
小
村
正
明
氏
を
吊

師
に
迎
え
、
「観
光
客
が
求
め
る
も

の
」
に

つ
い
て
、
熱
心
に
勉
強
し

埋

ま
し
た
。

安園
出園

川
山
山
U
V
紋
且

um凶
ろ
総
州

h

立
．q
園

川
町
叫
引
り

H

悶凶
w
m吋

山
間
幽
む
回
凶

い
t

H

Z
園

日
間
期
尚
一
倣

引
け
川
間

以
叫
捌

作
悶
幽

L
［因
不
－

M
F
末
日
開
幽

川園

。”一小

川
W

川
川

(5）歯固二金
(l伎企画菌

2
悶
幽
M
帝
人

h

悶凶
弘一一一

議
ご
園

町百
に白

M
円
向
日
い

川
町
口
原
町
下
谷
崎
野

町
野

境

道

山

石

笹

中

大

上

卜
」
蛭
辻
細
川
ぬ
高

(3）面支え歯
02）因所固所

M

回
H
因

h
R
n
I
由
同

加固
か函

h
B

L

困

A
r

－
HHU 

g＆純白星るく~ ~雲
水島刈｛太郎（90)

長井イト（84)

悔探梅作（78)

荒尾治作（82)

上杉 !h!－忠太郎（73)
〆j、 4会そと L、（77)

川合ミヨ（94)

水型f アヱ（76)

中村すや（81)

争 刀印ふさ（89)

高 Q 繁作（73)

答・・（1）英直面長
(lO)*l齢菌

－
平
成
3
年
5
月
号
＠



具民のし

駒

込、

下

鱒麟機欝

ず：》な
た
団

ふるさと再発見シリーズ⑬

春の訪れを寺げる

宮崎の稚児舞

~1 
え

資料提供 ・民具ボランティア

つぷらの会

出
下
駄
は

「
か
ん
じ
き
」
の

一
一純
で
、
山
化
山
仙

地
の
歩
行
や
水
聞
の
作
業
な
ど
に
用
い
ら
れ
た

稲
作
民
具
の

一
つ
で
す
。

笹
川
地
区
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
田
下
駄

は
別
名

「
大
下
駄
」
と
も
い
わ
れ
、
農
作
業
の

際
、
刈
り
取

っ
た
尊
や
膨
胞
を
回
の
中
へ
踏
み

込
み
、
ま
た
抗
起
こ
し
し
た
土
塊
を
踏
み
砕
い

た
り
、
聞
の
出
を
均
す
の
に
用
い
ま
し
た
。

材
質
は

2
仰
角
の
杉
村
。
縦
初
側
、
横
竹
山
仰

の
長
方
形
の
枠
組
み
に
一
定
め
間
隔
で
4
本
の

航
木
・
を
被
し
、
そ
の
よ
に
足
似
の
似
を
縦
に
の

せ
、
中
央
に
あ
け
た
三

つ
め
穴
に
に
ご
縄
の

ω

杭
を
俳
げ
た
も
の
で
す
。

こ
の
大
き
く
て
重
い
下
駄
は
、
口
ぬ
の
力
だ
け

で
は
運
び
き
れ
な
い
の
で
爪
先
に
縄
い
か
取
り
付

け
ら
れ
、
そ
れ
を
手
で
吊
り
あ
げ
な
が
ら
引
き

ず
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
捗
き
ま
し
た
。
特
に

採
田
で
は
、
泌
が
卜
が

っ
て
く
る
ま
で
踏
み
込

ん
だ
も
の
で
し
た
。

笹
川
地
区
め
水
田
は
、
山
の
斜
面
に
あ

っ
て

a
z
、，必柄、

湧
水
が
多
く
、
狭
陥
な
傑
田
で
あ

っ
た
た
め
、

こ
の
回
下
駄
は
非
常
に
重
宝
が
ら
れ
た
よ
う
で

す
。し

か
し
、
附
和
初
年
以
降
急
速
に
進
ん
だ
農

業
の
機
械
化
と
化
学
肥
料
の
普
及
に
よ
り
、
国

に
生
草
を
入
れ
る
こ
と
も
な
く
な

っ
た
今
日
、

こ
の
目
下
駄
は
、
も
は
や
紘
も
そ
の
使
い
道
き

え
知
る
こ
と
の
な
い
農
作
業
の
道
具
と
し
て
、

そ
の
姿
そ
の
も
の
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
±
4
F
A
9
。

毎年， 4月8日と 9日の 2

臼問，宮崎の鹿島神社の春祭

りで， 7歳のイ－どもたちが地

区の家々を回って舞う「稚児

舞」は．町指定の無形民俗文

化財。

その起iJ~lは定かではありま

せんが，白鉢巻きに紋付き姿

の男のチたちは勇壮な槍踊り

を，また，花がさに紫の振り

そで姿の女のイ－たちは華麗な

扇踊りを，若い衆たちのおは

やしと拍千木に合わせて舞：ぃ

踊ります。

豊漁や家内安全を祈って舞

われる柑児持が終われば，

いよいよ森本番。宮崎地区の

漁も本格化します。

附~ n-n 
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平
成
3
年
5
月

号

＠

も

比四川
S
2

・コカに
J

V
こ
の

4
月
か
ら
役
場
庁
内
に
も
＋

四
人
の
初
々
し
い
新
人
が
入
っ
て
竹
引

き
ま
し
た
が
、
春
は
入
学
ー
や
就
職
い

な
ど
で
人
々
の
動
き
が
多
い
シ
｜

数

．

ズ
ン
。
月
日
の
経
つ
の
は
早

い

も

帯

の
で
、
私
も
社
会
に
出
て
か
ら
今
世

年
で
凶
年
目
、
広
報
を
拘
当
し
て

3

3
度
自
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

醐
’↑

V
き
て
、
人
々
の
動
き
と
い
え
ば
、
由
日

ち
ょ

っ
と
気
に
な
る
の
が
町
の
人

マ
3、EA

口
の
動
き
。

こ
の

『
広
報
室
』

の
1

計

下
側
の
数
年
を
卸
月
ご
む
に
な
っ
）

副

1
i

て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

E

一

ど
う
し
て
も
前
月
に
比
べ
マ
イ
ナ

ア
出

ス
と
な
る
月
が
多
い
よ
う
で
す
。

削
げ∞

V
今
年
4
月

1
日

現

在
w
人
口
は

れ

1
8
、
0
7
9
入
、
世
帯
数
は
5
、
1

：

3

7
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
寸

凶
年
前
の

1
8、
9
9
4人、
5
、
o
F
「

咽

A
H『

7
0
世
帯
に
比
べ
、
世
帯
数
こ
そ
E

日

増
え
て
い
る
も
の
の
、
人
口
は
l
、
一
8

0
0
0
人
近
く
も
減
っ
て
い
ま
す
。
町
田内

V
人
の
数
だ
け
が
町
の
す
べ
て
で

〕間
口

は
あ
り
ま
せ
ん
が
や
は
り
人
口

・
人

が
増
え
る
こ
と
は
う
れ
し
い
も
の
。
」
の

毎
月
の
人
の
動
き
が
ど
う
し
て
も

明
日…

気
に
か
か
り
ま
す
。
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先人のぬく


